
は
じ
め
に

浄
厳
を
祖
と
す
る
真
言
宗
安
祥
寺
流
（
新
安
流
）
の
近
世
徳
島
に
お
け
る
伝
播
・
発
展
は
、

正
興
庵（
現
在
の
鳴
門
市
撫
養
町
斎
田
に
立
地
す
る
。
も
と
は
正
興
庵
と
称
し
、
宝
暦
十
三（
一

七
六
三
）
年
に
正
興
寺
と
改
名
し
た
。
本
稿
で
は
正
興
庵
と
呼
ぶ
）
開
基
寂
如
、
二
世
義
剛
、

三
世
浄
光
な
ど
の
正
興
庵
歴
代
住
職
が
、
正
興
庵
内
外
で
精
力
的
に
開
壇
し
た
伝
法
灌
頂
や
一

流
伝
授
な
ど
と
い
っ
た
一
連
の
営
み
に
預
か
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
安
祥
寺
流
の

伝
播
・
発
展
に
寄
与
し
た
正
興
庵
歴
代
住
職
が
、
ど
の
よ
う
に
安
祥
寺
流
を
含
む
真
言
宗
各
流

派
を
伝
受
・
相
承
し
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
検
証
す
る
こ
と
は
、
近
世
徳
島
に
お
け
る
安
祥
寺

流
等
の
真
言
宗
各
流
派
の
伝
播
・
相
承
実
態
を
解
明
す
る
た
め
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
基

礎
的
な
作
業
で
あ
る
。

僧
侶
の
法
流
相
承
の
系
譜
を
た
ど
ろ
う
と
す
る
場
合
、
血
脉
は
そ
の
依
拠
資
料
と
し
て
用
い

ら
れ
る
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
し
か
し
、
血
脉
に
記
さ
れ
た
相
承
の
流
れ
が
、
当
該
の
僧
侶
に

お
け
る
各
法
流
の
伝
受
・
相
承
の
実
態
を
ど
の
程
度
正
確
に
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
に
つ

い
て
は
、
検
証
す
る
余
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
正
興
庵
歴
代
住
職
に
よ
る
伝
授
記
録
や
伝
記
等
を
資
料
と
し
、
各
住
職
間
の
伝

受
・
相
承
を
中
心
に
そ
の
実
態
に
つ
い
て
検
証
す
る
。
ま
た
、
正
興
庵
住
職
の
安
祥
寺
流
の
相

承
を
記
し
た
血
脉
と
し
て
、
国
伝
山
宝
珠
院
地
蔵
寺（
現
在
の
小
松
島
市
松
島
町
に
立
地
す
る
。

以
下
に
は
国
伝
山
と
略
称
す
る
）
に
伝
存
さ
れ
る
『
安
流
正
統
血
脉
』、
お
よ
び
、
そ
れ
に
挟

み
込
ま
れ
た
血
脉
（
以
下
に
は
仮
に
『
正
興
庵
血
脉
』
と
呼
ぶ
）
の
二
種
を
取
り
上
げ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
血
脉
に
記
さ
れ
た
安
祥
寺
流
相
承
の
流
れ
に
つ
い
て
、
伝
受
・
相
承
の
実
態
と
比
較
し

つ
つ
検
討
す
る
。
な
お
、
資
料
か
ら
の
引
用
等
に
お
い
て
は
、
旧
字
体
を
現
行
字
体
に
改
め
る

と
と
も
に
、
私
に
句
読
点
を
付
し
た
。

一

国
伝
山
所
蔵
血
脉
二
種
―
『
安
流
正
統
血
脉
』『
正
興
庵
血
脉
』

徳
島
県
小
松
島
市
の
古
刹
で
あ
る
国
伝
山
宝
珠
院
地
蔵
寺
に
は
、
安
祥
寺
流
に
関
わ
る
血
脉

が
二
種
類
伝
存
さ
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
、『
安
流
正
統
血
脉
』
と
い
う
外
題
（
直
書
）
を
有
す

る
折
本
で
あ
る
（
巻
末
写
真
参
照
）。
表
に
「
十
二
合
掌
／
安
正
統
血
脉
」、
裏
に
「
血
脉
／
秘

護
身

／
十
二
合
六
拳
／
懐
中
曼
荼
／
無
尽
所
伝
／
印
信
口
決
／
諸
流
口
決
」
と
墨
書
さ
れ
た
包

紙
に
、『
十
二
合
掌
六
種
拳
』
の
外
題
（
直
書
）
を
有
す
る
折
本
と
と
も
に
包
ま
れ
る
。
も
う

一
種
の
『
正
興
庵
血
脉
』
は
、
そ
の
『
安
流
正
統
血
脉
』
に
挟
ま
れ
た
一
紙
の
血
脉
で
、
外
題

等
を
持
た
ぬ
も
の
で
あ
る
（
注
1
）（
巻
末
写
真
参
照
）。

『
安
流
正
統
血
脉
』
は
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
正
興
庵
に
お
け
る
安
祥
寺
流
の
相
承
を
記
す

こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
国
伝
山
住
職
と
正
興
庵
住
職

と
の
安
祥
寺
流
の
伝
受
・
相
承
を
め
ぐ
る
関
係
を
記
し
た
血
脉
で
あ
り
、
正
興
庵
住
職
の
安
祥

寺
流
の
相
承
を
考
察
す
る
上
で
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
も
う
一
方
の
『
正
興
庵
血
脉
』

は
、
正
興
庵
第
八
世
の
菩
提
華
ま
で
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
正
興
庵
に
お
け
る
安
祥
寺
流

の
相
承
を
記
録
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
血
脉
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

本
節
で
は
、
正
興
庵
歴
代
住
職
に
お
け
る
安
祥
寺
流
の
伝
受
・
相
承
に
つ
い
て
考
察
す
る
前

に
、
国
伝
山
に
伝
存
す
る
右
の
血
脉
二
種
に
つ
い
て
そ
の
記
載
内
容
を
概
観
し
、
血
脉
作
成
の

正
興
庵
歴
代
住
職
の
安
祥
寺
流
相
承
と
国
伝
山
地
蔵
寺
所
蔵
の
血
脉
二
種

原

卓

志

（
キ
ー
ワ
ー
ド‥

安
祥
寺
流
、
正
興
庵
、
国
伝
山
地
蔵
寺
、
安
祥
寺
流
血
脉
）
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目
的
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、『
十
二
合
掌
六
種
拳
』と
と
も
に
、
そ
の
書
誌
情
報
を
記
す
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

○
『
十
二
合
掌
六
種
拳
』

〈
外
題
〉
十
二
合
掌
六
種
拳

（
直
書
）

〈
内
題
〉
①
十
二
合
掌

②
六
種
拳
事

〈
尾
題
〉（
ナ
シ
）

〈
体
裁
・
法
量
等
〉

一
六
・
二
×
一
二
・
〇
糎

折
本

押
界

一
頁
六
行

六
折

共
紙
表
紙

〈
本
文
〉
漢
文

朱
筆
（
注
釈
・
仮
名
・
声
点
）〈
本
文
同
筆
〉

墨
筆
（
仮
名
・
返
点
・
合
点
）〈
本
文
同
筆
〉

〈
奥
書
〉
享
保
十
二
歳
八
月
日
金
剛
峯
寺
一
乗
院
於
／
道
場
大
日
経
奥
疏
伝
授
之
砌
能

化
之
御
本
写
之
了

〈
朱
書
〉「
宥
義
云
嘉
永
四
亥
三
月
於
二

小
松
島
地
蔵
寺
一

奥
疏
伝
授
之
砌
私
加
／
朱
事

依
二

疏
并
演
奥
抄
一

」（
見
返
）

〈
墨
書
〉「
宥
義
」（
表
紙
）

○
『
安
流
正
統
血
脉
』

〈
外
題
〉
安
流
正
統
血
脉

（
直
書
）

〈
内
題
〉
安
祥
寺
諸
流
一
統
血
脉

〈
尾
題
〉（
ナ
シ
）

〈
体
裁
・
法
量
等
〉

一
六
・
六
×
一
二
・
二
糎

折
本

界
線
ナ
シ

九
折

共
紙
表
紙

〈
本
文
〉
漢
文

血
脈

朱
筆
（
注
釈
・
合
点
）〈
本
文
同
筆
〉

墨
筆
（
注
釈
・
仮
名
・
返
点
）〈
本
文
同
筆
〉

〈
奥
書
〉（
ナ
シ
）

〈
墨
書
〉「
国
伝
山
／
宥
義
」（
表
紙
）

〈
備
考
〉
＊
大
日
如
来
か
ら
宥
義
に
至
る
安
祥
寺
流
の
血
脉
。

＊
大
日
如
来
か
ら
菩
提
華
（
正
興
庵
八
世
）
に
至
る
血
脉
一
通
、
及
び
各
流

の
伝
法
灌
頂
の
差
異
を
記
し
た
墨
書
紙
片
一
紙
が
挟
ま
れ
る
。

『
安
流
正
統
血
脉
』
は
、
表
紙
に
あ
る
「
国
伝
山
／
宥
義
」
の
墨
書
と
と
も
に
、
本
血
脉
の

筆
跡
か
ら
、
国
伝
山
十
九
世
住
職
で
あ
る
宥
義
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
書

写
奥
書
を
持
た
な
い
た
め
、
明
確
な
書
写
年
代
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
血

脉
中
の
宥
義
に
つ
い
て
、「
国
伝
山
第
十
九
世
」
と
注
を
付
し
て
い
る
こ
と
、
国
伝
山
二
十
世

の
宥
宝
の
記
載
が
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
、
宥
義
が
南
都
真
言
院
の
龍
肝
か
ら
安
祥
寺
流
を
相
承

し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
こ
と
と
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
龍
肝
か
ら
安
祥
寺
流
を
伝
受

し
た
天
保
四
（
一
八
三
三
）
年
六
月
か
ら
、
宥
宝
に
国
伝
山
住
職
を
譲
る
弘
化
二
（
一
八
四
七
）

年
ま
で
の
間
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
注
2
）。

こ
の
『
安
流
正
統
血
脉
』
は
、
縦
長
の
血
脉
図
を
折
本
に
装
丁
し
、
外
題
と
内
題
を
付
し
た

も
の
で
あ
る
。
外
題
・
内
題
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
安
祥
寺
流
の
正
統
を
示
す
も
の
と
し
て
、

安
祥
寺
流
正
統
を
中
心
部
分
に
配
置
し
、
広
沢
・
小
野
の
諸
流
を
そ
の
左
右
に
記
し
て
い
る
。

ま
ず
、
大
日
如
来
・
金
剛
薩
埵
よ
り
弘
法
大
師
ま
で
の
相
承
血
脉
が
記
さ
れ
、
そ
れ
に
続
い
て

弘
法
大
師
か
ら
安
祥
寺
流
祖
で
あ
る
宗
意
、
さ
ら
に
宗
意
か
ら
新
安
流
の
祖
で
あ
る
浄
厳
ま
で

の
血
脉
が
正
統
と
し
て
中
央
に
配
さ
れ
、
や
や
太
め
の
朱
補
助
線
で
結
ば
れ
る
。
中
央
に
配
置

さ
れ
た
相
承
血
脉
を
略
記
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

大
日
如
来

金
剛
薩
埵

龍
猛

龍
智

金
剛
智

不
空

恵
果

弘
法
大
師

真
雅

源
仁

聖
宝

観
賢

淳
祐

元
杲

仁
海

成
尊

範
俊

厳
覚

宗
意

実
厳

頼
真

成
厳

寛
海

兼
恵

寛
伊

成
慧

光
誉

隆
雅

興
雅

宥
快

成
雄

快
尊

良
雄

仟
遍

厳
雅

快
旻

覚
暹

政
遍

朝
印

宥
盛

朝
遍

浄
厳

な
お
、
源
仁
か
ら
は
中
央
に
聖
宝
の
流
れ
（
小
野
流
）
が
記
さ
れ
る
が
、
左
側
に
は
益
信
か

ら
寛
助
、
そ
し
て
寛
助
の
付
法
で
あ
る
覚
法
（
御
流
祖
）・
信
証
（
西
院
流
祖
）・
永
厳
（
保
寿

院
流
祖
）・
聖
恵
（
花
蔵
院
流
祖
）・
寛
遍
（
忍
辱
山
流
祖
）
な
ど
に
始
ま
る
広
沢
流
の
血
脉
が

記
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
御
流
は
、
朝
意
・
道
意
・
良
意
を
経
て
浄
厳
に
つ
な
が
り
、
西
院
流
は
、

宥
厳
（
心
蓮
院
権
僧
正
）・
信
遍
（
菩
提
院
大
僧
正
）・
孝
源
（
真
乗
院
大
僧
正
）
を
経
て
浄
厳

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
広
沢
六
流
の
一
つ
で
あ
る
伝
法
院
流
に
つ
い
て
は
、
右
端
に
「
・

寛
助
―
覚

」
と
記
し
て
、
覚
鑁
以
下
の
伝
法
院
流
が
宥
厳
・
実
賀
・
孝
源
を
経
て
浄
厳
に

つ
な
が
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
方
、
聖
宝
以
下
の
小
野
流
に
つ
い
て
は
、
覚
鑁
の
伝
法
院
流
の
左
に
、
観
賢
か
ら
分
か
れ

原 卓 志
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て
壹
定
・
定
助
・
法
蔵
・
仁
賀
・
真
興
と
続
く
子
島
流
の
血
脉
が
記
さ
れ
る
。真
興
以
下
に
は
、

春
秀
・
利
朝
・
太
念
・
能
尊
・
叡
尊
・
範
尊
・
増
恵
・
定
尊
・
性
憲
か
ら
宥
快
・
成
雄
・
明

範
・
良
雄
・
仟
遍
・
厳
雅
・
快
旻
・
朝
意
・
良
意
を
経
て
浄
厳
に
つ
な
が
る
血
脉
が
記
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
成
尊
の
弟
子
で
醍
醐
方
の
祖
で
あ
る
義
範
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
聖
賢
（
金
剛

王
院
流
祖
）
や
賢
覚
（
理
性
院
流
祖
）
に
触
れ
つ
つ
、
憲
深
以
下
の
三
宝
院
流
憲
深
方
、
道
教

以
下
の
道
教
方
、
頼
賢
以
下
の
意
教
方
の
血
脉
が
そ
れ
ぞ
れ
浄
厳
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を

記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
浄
厳
ま
で
の
血
脉
前
半
部
は
、
浄
厳
が
安
祥
寺
諸
流
の
内
か
ら
そ
の

正
統
を
朝
遍
よ
り
相
承
し
た
こ
と
を
示
す
ほ
か
、
高
野
山
南
院
の
良
意
、
金
剛
山
実
相
院
の
長

快
、
仁
和
寺
真
浄
院
の
孝
源
な
ど
か
ら
野
沢
の
諸
流
の
多
く
を
相
承
し
た
こ
と
を
示
す
血
脉
で

あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
。

浄
厳
以
下
に
記
さ
れ
た
血
脉
後
半
部
分
に
は
、
霊
雲
寺
二
世
の
恵
光
か
ら
十
世
の
常
照
に
至

る
霊
雲
寺
相
承
の
法
脈
を
中
央
に
配
し
、
常
照
の
後
に
南
都
真
言
院
の
龍
肝
を
記
し
た
後
、
本

血
脉
を
書
写
し
た
宥
義
（
国
伝
山
第
十
九
世
）
を
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
宥
義
は
、
安
祥
寺
流

（
新
安
流
）
の
正
統
を
霊
雲
寺
に
伝
わ
る
流
れ
で
あ
る
と
捉
え
、
自
ら
を
そ
の
末
に
位
置
づ
け

た
と
考
え
ら
れ
る
。

浄
厳

恵
光

慧
曦

法
明

光
海

極
妙

霊
麟

智
明

円
海

常
照

龍
肝

宥
義

浄
厳
の
弟
子
の
一
人
で
あ
る
蓮
体
が
、
第
二
世
住
職
を
務
め
た
延
命
寺
に
お
け
る
代
々
の
住

職
の
相
承
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
ず
、
蓮
体
か
ら
正
興
庵
開
基
の
寂
如
へ
の
相
承
を
記
し
、
以
下

に
は
第
十
一
世
百
光
（
再
住
す
る
黙
雅
を
九
世
・
十
一
世
と
数
え
る
と
十
二
世
百
光
と
な
る
）

に
至
る
正
興
庵
の
相
承
血
脉
が
左
端
に
記
さ
れ
る
。
な
お
、
霊
雲
寺
の
相
承
血
脉
と
正
興
庵
の

相
承
血
脉
と
の
間
に
は
、
国
伝
山
代
々
の
住
職
等
の
血
脉
が
記
さ
れ
る
。

一
方
、『
安
流
正
統
血
脉
』
に
挟
み
込
ま
れ
た
血
脉
で
あ
る
『
正
興
庵
血
脉
』
は
、
縦
五
一
・

二
糎
、
横
三
六
・
四
糎
の
一
紙
で
、
左
下
に
野
沢
十
二
流
の
略
称
「
・
安
・
勧
・
随
・
三
・
金

剛
・
理
／
・
御
・
西
・
伝
・
保
忍
辱
・
花
」
が
墨
書
さ
れ
る
（「
・
」
は
朱
）。
上
中
央
に
大
日

如
来
を
置
き
、
金
薩
（
金
剛
薩
埵
）
か
ら
源
仁
ま
で
の
血
脉
が
中
央
に
記
さ
れ
る
。
そ
の
後
、

源
仁
の
弟
子
益
信
は
左
側
に
、
聖
宝
は
右
側
に
振
り
分
け
て
記
さ
れ
る
。『
安
流
正
統
血
脉
』

と
異
な
る
の
は
、
寛
助
の
付
法
で
あ
る
覚
法
（
御
流
祖
）・
信
証
（
西
院
流
祖
）・
永
厳
（
保
寿

院
流
祖
）・
覚
鑁
（
伝
法
院
流
祖
）・
寛
遍
（
忍
辱
山
流
祖
）・
聖
恵
（
花
蔵
院
流
祖
）、
そ
し
て

真
誉
（
持
明
院
流
祖
）
と
い
う
広
沢
の
各
流
祖
ま
で
の
血
脉
を
記
す
も
の
の
、
そ
れ
以
下
の
血

脉
が
記
さ
れ
な
い
点
で
あ
る
。
ま
た
、
小
野
流
に
つ
い
て
も
、
子
島
流
で
は
真
興
ま
で
、
金
剛

王
院
流
で
は
聖
賢
、
理
性
院
流
で
は
賢
覚
、
勧
修
寺
流
で
は
寛
信
、
随
心
院
流
で
は
増
俊
ま
で

が
記
さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
。
三
宝
院
流
で
も
報
恩
院
流
は
憲
深
、
意
教
流
は
慈
猛（
慈
猛
方
）、

義
能
（
義
能
方
）、
証
道
（
証
道
方
）、（
憲
）賢静

（
願
行
方
）、
地
蔵
院
流
で
は
覚
雄
（
覚
雄
方
）

ま
で
を
記
す
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
安
祥
寺
流
以
外
の
諸
流
に
つ
い
て
は
、
原

則
と
し
て
そ
の
流
祖
ま
で
を
示
す
と
い
う
方
針
で
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

安
祥
寺
流
に
つ
い
て
は
、
流
祖
の
宗
意
よ
り
新
安
流
の
浄
厳
ま
で
の
正
統
を
記
し
、
浄
厳
以

下
に
は
、
延
命
寺
二
世
の
蓮
体
を
は
さ
ん
で
、
寂
如
・
義
剛
・
浄
光
・
普
観
・
普
海
・
照
如
・

常
如
・
菩
提
華
と
い
う
正
興
庵
歴
代
住
職
が
記
さ
れ
る
。
恵
光
な
ど
の
霊
雲
寺
関
係
の
相
承
に

つ
い
て
は
記
さ
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
血
脉
は
、
安
祥
寺
流
・
新
安
流
に
つ
い
て
、
延

命
寺
蓮
体
の
流
れ
を
正
興
庵
歴
代
住
職
が
相
承
し
て
い
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

二

正
興
庵
歴
代
住
職
の
伝
受
・
相
承
実
態
と
血
脉

本
節
で
は
、
正
興
庵
開
基
（
一
世
）
寂
如
か
ら
十
二
世
百
光
ま
で
の
住
職
に
つ
い
て
、
正
興

庵
に
伝
存
さ
れ
る
寺
伝
『
瑞
龍
志
』『
瑞
龍
俗
志
』、
代
々
の
住
職
に
よ
る
伝
授
記
録
『
灌
頂
授

法
暦
名
』
等
を
主
た
る
資
料
と
し
て
（
注
3
）、
伝
受
・
相
承
の
実
態
を
考
察
す
る
。
そ
の
上
で
、
第
一

節
で
取
り
上
げ
た
、
国
伝
山
所
蔵
の
血
脉
二
種
に
記
さ
れ
た
安
祥
寺
流
相
承
の
流
れ
と
比
較
検

討
す
る
。

（
1
）
一
世

恵
浄
寂
如

正
興
庵
開
基
の
恵
浄
寂
如
の
伝
記
と
し
て
、
善
通
寺
誕
生
院
の
光
国
の
手
に
か
か
る
『
正
興

開
基
不
可
（
マ
マ
）

壊
老
和
尚
行
業
記
』
が
あ
る
（
注
4
）。
寂
如
の
経
歴
お
よ
び
伝
受
・
相
承
が
記
さ
れ
た
部
分

を
抜
き
出
す
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

○
師
諱
寂
如
、
慧
浄
、
其
字
観
誦
之
房
、
号
不
可
壊
堂
。
俗
姓
繋
佐
々
木
氏
。
寛
文
五
乙

巳
年
十
月
朔
日
、
誕
于
淡
路
州
三
原
郡
掃
守
邑
。
早
慧
不
群
、
里
閭
奇
之
。
甫
八
歳
師

事
郡（
マ
マ
）

東
郡
代
邑

延
命
寺
宥
慶
闍
梨
、
既
而
温
良
可
誨
、
遮
梨
以
為
法
器
。
十
歳
祝
髪
、
十
六

歳
学
習
十
八
契
印
、
練
行
如
法
。
尋
修
金
剛
胎
蔵
両
部
大
法
及
護
摩
、
咸
稟
之
慶
師
、

十
七
歳
詣
高
野
山
受
灌
頂
於
来
深
闍
梨
功
徳
聚
院
主

頃
之
。
回
錫
故
山
、
就
宥
筭
闍
梨
掃
守
栄
福
寺

稟
学
梵
字
悉
曇
及
諸
尊
瑜
伽
。
数
年
之
後
、
従
覚
王
寺
寺
在
津
名
郡

独
宝
律
師
再
沐
灌
頂
。

前
受
於
深
筭
両
師
者
、
高
野
中
院
之
流
、
後
所
稟
宝
師
者
、
是
醍
醐
水
本
之
流
也
。

正興庵歴代住職の安祥寺流相承と国伝山地蔵寺所蔵の血脉二種
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○
遂
以
元
禄
十
二
己
卯
春
二
月
七
日
、
自
誓
受
三
聚
大
戒
于
覚
王
寺
宝
師
為
之
証
明
、
時

三
十
五
。

○
又
投
郡
護
国
寺
法
印
頼
教
、
依
安
祥
寺
流
入
壇
受
法
。

○
元
禄
十
五
壬
午
春
、
負

届
于
東
武
、
掛
錫
霊
雲
。
大
和
尚
曽
知
師
之
篤
行
、
且
嘉
其

遠
遊
、
日
授
諸
部
密
経
軌
及
祥
流
秘
策
。
爾
乃
至
夏
大
和
尚
疾
病
。
以
六
月
二
十
七
日

示
寂
。
師
深
慨
焉
。
然
以
我
親
教

円
宗
師
受
嘱
董
席
于
霊
雲
、
継
而
授
師
以
小
野
別

伝
大
事
。

○
宝
永
二
乙
酉
年
詣
于
河
内
州
延
命
寺
、
拝
本
浄
体
和
尚
、
重
受
仏
性
戒
。

○
体
和
尚
見
其
淵
志
遂
為
青
龍
嫡
嗣
、
口
授
密
誨
無
復
余
蘊
猶
如
瀉
瓶
、
以
夫
体
和
尚
之

門
、
承
習
周
悉
而
弘
伝
之
稠
博
者
唯
師
為
其
魁
矣
。
師
雖
学
顕
秘
而
専
精
密
蔵
、
雖
能

事
教
而
志
在
事
密
。
其
於
事
密
也
兼
探
野
沢
諸
流
、
以
匡
輔
安
祥
正
統
之
道
。

ま
た
、
享
保
十
八
年
三
月
に
林
九
平
の
手
代
で
あ
る
園
木
通
左
衛
門
に
願
い
出
た
「
享
保
十

八
年
癸
丑
春
三
月
庵
号
願

欽
而
申
上
覚
」
に
は
、
寂
如
自
ら
が
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
（
注
5
）。

○
拙
僧
義
、
先
年
江
戸
霊
雲
寺
覚
彦
和
尚
、
同
嫡
弟
河
州
延
命
寺
本
浄
律
師
ニ
随
従
仕
、

安
祥
寺
流
ト
申
法
流
伝
受
相
続
仕
、
彼
聖
教
逐
一
書
写
済
、
所
持
仕
候
。

右
に
従
っ
て
寂
如
の
経
歴
を
略
述
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

寛
文
五
（
一
六
六
五
）
年
、
淡
路
の
三
原
郡
掃
守
村
に
生
ま
れ
、
八
歳
で
東
郡
代
村
（
神
代

村
の
誤
り
か
）
延
命
寺
の
宥
慶
闍
梨
の
も
と
に
入
る
。
十
歳
で
剃
髪
、
十
六
歳
で
十
八
契
印
等

を
練
行
し
た
。
十
七
歳
の
時
に
高
野
山
功
徳
聚
院
の
来
深
闍
梨
に
灌
頂
を
受
け
た
。
そ
の
後
、

淡
州
掃
守
村
栄
福
寺
の
宥
筭
闍
梨
に
梵
字
・
悉
曇
、
諸
尊
瑜
伽
を
学
び
、
数
年
の
後
に
覚
王
寺

の
独
宝
律
師
か
ら
再
度
灌
頂
を
受
け
る
。
来
深
・
宥
筭
の
両
師
か
ら
は
中
院
流
を
、
独
宝
律
師

か
ら
は
三
宝
院
流
を
伝
受
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
三
十
五
歳
の
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
二

月
に
は
、
三
聚
大
戒
を
独
宝
に
受
け
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
淡
路
の
護
国
寺
の
頼
教
の
も
と
で
、

安
祥
寺
流
で
入
壇
受
法
す
る
。
三
十
八
歳
に
な
っ
た
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
に
は
、
武
州

（
江
戸
）
霊
雲
寺
の
浄
厳
を
訪
ね
、
浄
厳
か
ら
安
祥
寺
流
の
様
々
な
秘
策
を
伝
授
さ
れ
る
。
同

年
六
月
の
浄
厳
示
寂
の
後
、
慧
光
（
虚
円
）
か
ら
小
野
別
伝
大
事
を
受
け
る
。
宝
永
二
年
（
一

七
〇
五
）
に
は
、
河
内
の
延
命
寺
を
訪
ね
、
蓮
体
か
ら
仏
性
戒
を
受
け
る
ほ
か
、
安
祥
寺
流
を

伝
受
し
た
。

な
お
、
寂
如
の
住
職
と
し
て
の
経
歴
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
、
貞
享
三
年（
一
六
八
六
）

か
ら
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
の
間
、
淡
州
神
代
村
延
命
寺
の
住
職
を
務
め
、
元
禄
十
二
年

（
一
六
九
九
）
秋
、
牛
内
に
瑞
祥
院
と
号
す
る
一
院
を
構
え
、
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
冬
に

童
学
寺
（
現
在
の
名
西
郡
石
井
町
城
ノ
内
に
立
地
）
の
住
職
と
な
る
。
さ
ら
に
享
保
十
年
（
一

七
二
五
）
に
は
、
童
学
寺
を
弟
子
の
印
光
に
譲
り
、
斎
田
の
庵
（
後
の
正
興
庵
）
に
移
っ
て
い

る
。こ

の
よ
う
に
、
寂
如
は
安
祥
寺
流
の
伝
法
灌
頂
を
護
国
寺
の
頼
教
に
受
け
、
後
に
武
州
の
霊

雲
寺
に
て
浄
厳
か
ら
秘
策
を
伝
受
し
た
（
注
6
）。

ま
た
、
河
内
の
延
命
寺
で
は
蓮
体
か
ら
瀉
瓶
の
ご
と

く
に
安
祥
寺
流
を
伝
授
さ
れ
た
と
い
う
。

『
安
流
正
統
血
脉
』『
正
興
庵
血
脉
』
に
は
、
寂
如
の
血
脉
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

○
『
安
流
正
統
血
脉
』

浄
厳

教
興
寺

延
命
寺
第
二
世

蓮
体

正
興
庵
開
山

寂
如

○
『
正
興
庵
血
脉
』

浄
厳

蓮
体

童
学
寺
先
住

正
興
開
山

寂
如

二
種
の
血
脉
は
と
も
に
、
寂
如
は
安
祥
寺
流
を
蓮
体
か
ら
伝
受
し
た
と
し
て
い
る
。
護
国
寺

の
頼
教
の
も
と
で
入
壇
受
法
し
た
こ
と
、
ま
た
浄
厳
に
よ
っ
て
安
祥
寺
流
の
秘
策
を
伝
授
さ
れ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
血
脉
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

（
2
）
二
世

寂
門
義
剛

享
保
十
八
（
一
七
三
三
）
年
十
二
月
、
一
世
寂
如
が
正
興
庵
を
義
剛
に
譲
る
際
に
、
林
九
平

の
手
代
で
あ
る
園
木
通
左
衛
門
に
提
出
し
た
「
享
保
十
八
年
癸
丑
冬
十
二
月
正
興
付
嘱
願

奉

願
口
上
覚
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
（
注
7
）。

○
…
拙
僧
義
、
老
衰
之
上
、
殊
外
病
身
ニ
罷
成
、
朝
暮
修
法
勤
行
等
難
仕
迷
惑
奉
存
候
。

依
之
、
拙
僧
附
法
之
弟
子
寂
門
ト
申
比
丘
ニ
、
正
興
庵
并
安
祥
寺
流
聖
教
等
、
附
嘱
仕

度
奉
存
候
。
右
寂
門
出
生
之
義
ハ
、
河
内
国
古
市
郡
壺
井
多
田
大
学
伜
ニ
而
御
座
候
。

拙
僧
附
法
之
法
流
伝
授
無
残
相
済
罷
在
候
。

さ
ら
に
翌
年
二
月
に
、
義
剛
か
ら
赤
川
幸
太
兵
衛
、
河
野
六
郎
に
提
出
さ
れ
た
「
享
保
十
九

原 卓 志
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年
甲
寅
春
二
月
宗
判
指
出
覚
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
（
注
8
）。

○
…
拙
僧
義
ハ
河
内
国
古
市
郡
壺
井
多
田
大
学
伜
ニ
而
御
座
候
。
享
保
十
八
年
極
月
ゟ
当

庵
ニ
住
居
仕
罷
在
候
。
則
先
住
恵
浄
比
丘
付
法
之
弟
子
ニ
紛
無
御
座
候
。

義
剛
の
墓
石
に
は
「
正
興
二
世

字
寂
門
苾
芻

法
﨟
四
十
八

世
寿
七
十
六
歳

明
和
四

丁
亥
五
月
廿
九
日
寂
」
と
あ
る
と
い
う
（
注
9
）。
こ
れ
か
ら
生
年
・
年
齢
を
割
り
出
す
と
、
義
剛
は
、

元
禄
五
（
一
六
九
二
）
年
、
多
田
大
学
の
子
息
と
し
て
、
河
内
国
古
市
郡
壺
井
に
生
ま
れ
た
こ

と
が
分
か
る
。
享
保
十
八
（
一
七
三
三
）
年
十
二
月
か
ら
宝
暦
七
（
一
七
五
七
）
年
五
月
ま
で

（
四
十
二
歳
〜
六
十
六
歳
）
正
興
寺
の
住
職
を
務
め
、
明
和
四
（
一
七
六
七
）
年
五
月
二
十
九

日
、
七
十
六
歳
に
て
遷
化
す
る
。

先
に
取
り
上
げ
た
寂
如
の
伝
記
で
あ
る
『
正
興
開
基
不
可
壊
堂
老
和
尚
行
業
記
』
に
は
、
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

○
口
授
祥
流
秘
策
八
遍
、
就
中
涵
泳
淵
底
者
、
如
海
印
〔
字
聖
山
〕、
義
剛
〔
字
寂
門
〕、

印
光
〔
字
覚
成
〕、
寂
照
〔
字
慧
輪
〕、
浄
光
〔
字
戒
琳
〕、
光
国
等
是
也
。
…
…
依
止

進
具
戒
者
、
如
印
光
、
頼
琛
、
寂
照
、
浄
光
、
本
然
、
辨
覚
等
是
也
。

○
（
享
保
十
八
年
）
冬
十
一
月
擢
寂
門
大
徳
名
義
剛

為
嗣
。
寂
公
者
是
霊
芝
聖
山
大
徳
資
也
。

聖
師
歿
而
憑
師
究
秘
奥
終
乃
為
入
室
師
所
伝
受
秘
籍
篋
笥
、
盈
牀
併
付
授
寂
公
以
鎮
山

門
。

義
剛
は
、
霊
芝
寺
（
香
川
県
志
度
）
の
二
世
で
あ
る
聖
山
房
海
印
室
に
入
寺
し
、
師
事
し
て

い
た
が
、海
印
が
没
し
た
た
め
に
寂
如
の
弟
子
と
な
っ
た
と
い
う
（
注
10
）。義

剛
が
寂
如
の
弟
子
と
な
っ

た
時
期
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
享
保
十
八
（
一
七
三
三
）
年
に
は
正
興
寺
住
職
を
継

ぐ
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
海
印
没
年
か
ら
さ
ほ
ど
時
を
お
か
ず
に
寂
如
の
下
に
至
り
、
安
祥
寺
流

を
学
び
、
付
法
の
弟
子
と
な
る
に
及
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
霊
芝
寺
の
二
世
海
印
に
つ

い
て
も
『
正
興
開
基
不
可
壊
堂
老
和
尚
行
業
記
』
の
記
事
か
ら
、
寂
如
の
弟
子
で
あ
り
、
安
祥

寺
流
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

『
密
教
大
辞
典
』
の
「
新
安
流
」
付
載
の
法
脈
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
、
義
剛
は
海
印
（
聖

山
）
よ
り
安
祥
寺
流
を
受
け
た
と
さ
れ
る
（
注
11
）。

浄
嚴

蓮
体

妙
体

無
等

実
道

瑞
宝

栄
寿

慈
舟

浄
眼

寂
如

聖
山

義
剛

蓮
合

麗
洲

常
如

恵
光

恵
曦

実
詮

浄
空

海
印
の
没
し
た
と
さ
れ
る
享
保
八
（
一
七
二
三
）
年

（
注
12
）、

義
剛
は
三
十
二
歳
で
あ
っ
た
。
す
で

に
海
印
に
従
っ
て
安
祥
寺
流
の
伝
法
灌
頂
を
受
け
、
一
流
伝
授
も
済
ま
せ
て
い
た
と
考
え
て
も

不
自
然
で
は
な
い
。
そ
の
上
に
重
ね
て
、
寂
如
に
よ
る
安
祥
寺
流
の
伝
授
を
受
け
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
な
お
、
右
の
法
脈
中
、
義
剛
か
ら
安
祥
寺
流
を
相
承
し
た
と
さ
れ
る
蓮
合
は
、『
瑞

龍
志
』
に
名
前
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
（
注
13
）。

（
宝
暦
）
十
有
二
年

○
三
月
初
五
、
剛
公
建
漫
怚
邏
授
具
支
灌
頂
於
観
公
。
…
…
夫
人
讃
歎
随
喜
。
蓮
合
為
之

嘆
徳
、
浄
光
之
呼
摩
、
普
海
之
神
供
、
行
応
之
教
授
矣
。

宝
暦
十
二
年
三
月
に
、
義
剛
が
普
観
（
後
の
正
興
寺
四
世
）
に
具
支
灌
頂
を
施
し
た
際
に
、

蓮
合
が
嘆
徳
師
を
勤
め
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
。

さ
て
、『
安
流
正
統
血
脉
』『
正
興
庵
血
脉
』
に
は
、
義
剛
の
相
承
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に

記
す
。○

『
安
流
正
統
血
脉
』

正
興
庵
開
山

寂
如

第
二
世
義
剛

○
『
正
興
庵
血
脉
』

童
学
寺
先
住

正
興
開
山

寂
如

正
興
―
二
世

義
剛

右
二
種
の
血
脉
で
は
、
寂
如
か
ら
の
伝
受
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

霊
芝
寺
（
讃
州
志
度
）
二
世
の
聖
山
房
海
印
か
ら
の
伝
受
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

正興庵歴代住職の安祥寺流相承と国伝山地蔵寺所蔵の血脉二種
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（
3
）
三
世

戒
琳
浄
光

二
世
の
義
剛
が
、
正
興
庵
を
浄
光
に
附
嘱
す
る
際
に
、
森
田
清
之
進
手
代
の
笹
倉
善
兵
衛
に

提
出
し
た
附
嘱
願
「
宝
暦
七
年
丁
丑
夏
五
月
寂
門
剛
公
正
興
付
嘱
願

奉
願
口
上
覚
」
に
は
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
注
14
）。

○
拙
僧
義
、
享
保
十
九
年
丑
極
月
十
五
日
、
先
師
恵
浄
比
丘
後
住
ニ
奉
願
候
処
、
早
速
御

聞
届
被
下
難
有
住
持
仕
候
。
…
…
即
今
漸
老
衰
仕
、
寺
役
等
大
儀
ニ
罷
成
候
故
、
拙
僧

付
法
之
弟
子
戒
琳
比
丘
へ
後
住
職
并
ニ
顕
密
之
聖
教
真
俗
二
諦
之
諸
道
具
附
嘱
仕
度
奉

存
候
。
…
…
戒
琳
出
生
之
義
ハ
竹
内
幸
兵
衛
伜
ニ
而
御
座
候
。
…

三
世
の
浄
光
は
、
宝
永
元
（
一
七
〇
四
）
年
、
竹
内
幸
兵
衛
の
子
息
と
し
て
生
ま
れ
、
宝
暦

七
（
一
七
五
七
）
年
五
月
か
ら
宝
暦
八
年
三
月
ま
で
の
間
、
正
興
寺
の
住
職
を
勤
め
た
が
、
病

気
の
た
め
に
藤
樹
寺
へ
帰
り
、
天
明
二
（
一
七
八
二
）
年
十
二
月
十
七
日
、
七
十
九
歳
に
て
遷

化
す
る
。
正
興
庵
境
内
の
歴
代
先
師
墓
地
に
あ
る
「
瑞
龍
衆
主
塔
」
裏
面
に
は
、「
三
世
光
公

字
戒
琳
天
明
二
壬
寅
十
二
月
十
七
日
寂

本
廟
在
于
藤
樹
寺
中
」
と
あ
る
と
さ
れ
る
（
注
15
）。

『
灌
頂
授
法
暦
名
』
に
は
、
年
代
不
明
な
が
ら
次
の
よ
う
な
記
録
が
あ
り
、
寂
如
か
ら
大
坂

生
玉
の
真
蔵
院
に
て
経
軌
を
伝
受
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
注
16
）。

○
（
年
代
未
詳
）
如
公
於
大
坂
生
玉
真
蔵
院
、
六
ヒ
伝
経
軌
受
者
。

浄
光

阿
州
戒
琳
房

ま
た
、
先
に
取
り
上
げ
た
『
正
興
開
基
不
可
壊
堂
老
和
尚
行
業
記
』
に
は
寂
如
の
弟
子
の
一

人
と
し
て
「
浄
光
〔
字
戒
琳
〕」
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
浄
光
は
正
興
庵
一
世
の
寂
如
の
弟
子

と
し
て
、
寂
如
か
ら
安
祥
寺
流
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

先
に
引
用
し
た
「
宝
暦
七
年
丁
丑
夏
五
月
寂
門
剛
公
正
興
付
嘱
願

奉
願
口
上
覚
」
で
は
、

「
拙
僧
付
法
之
弟
子
戒
琳
比
丘
」
と
あ
る
よ
う
に
、
義
剛
付
法
の
弟
子
と
し
て
記
さ
れ
る
。
た

だ
し
、『
灌
頂
授
法
暦
名
』
に
収
録
さ
れ
た
灌
頂
・
伝
授
の
記
録
に
は
、
義
剛
が
浄
光
に
安
祥

寺
流
を
伝
授
し
た
こ
と
を
示
す
記
事
は
見
ら
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
、
正
興
庵
お
よ
び
所
蔵
さ
れ

る
聖
教
類
を
そ
の
ま
ま
浄
光
に
附
嘱
す
る
に
あ
た
っ
て
、
仮
に
浄
光
を
義
剛
付
法
の
弟
子
と
称

し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

『
安
流
正
統
血
脉
』『
正
興
庵
血
脉
』
で
は
、
浄
光
の
相
承
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

○
『
安
流
正
統
血
脉
』

第
二
世
義
剛

第
三
世
浄
光

○
『
正
興
庵
血
脉
』

正
興
―
二
世

義
剛

正
興

三
世

浄
光

右
に
検
討
し
た
よ
う
に
、浄
光
は
一
世
の
寂
如
か
ら
安
祥
寺
流
を
伝
受
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
種
の
血
脉
に
示
さ
れ
る
「
義
剛
―
浄
光
」
の
関
係
は
、
正
興
庵
と
正
興
庵
に
蔵
さ
れ
る
聖

教
類
の
附
嘱
（
伝
授
）
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
4
）
四
世

性
海
普
観

三
世
の
浄
光
が
、
正
興
庵
を
普
観
に
附
嘱
す
る
た
め
に
森
田
清
之
進
手
代
の
笹
倉
善
兵
衛
に

差
出
し
た
「
宝
暦
八
年
戊
寅
春
三
月
光
公
正
興
付
嘱
之
願

奉
願
覚
」
に
は
（
注
17
）、

次
の
よ
う
に
あ

り
、
普
観
の
出
自
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
拙
僧
義
、
去
ル
丑
ノ
五
月
、
寂
門
比
丘
ゟ
正
興
庵
之
義
受
付
嘱
、
住
職
仕
罷
在
候
所
、

病
身
ニ
御
座
候
ニ
付
、
寺
役
等
難
相
勤
、
附
法
之
弟
子
性
海
比
丘
ヘ
正
興
庵
附
嘱
仕
度

奉
存
候
。
性
海
比
丘
出
生
之
義
ハ
、
名
東
郡
島
田
村
常
右
衛
門
伜
ニ
而
御
座
候
。

遷
化
の
年
代
・
年
齢
は
墓
石
に
「
瑞
龍
第
四
世
字
性
海

俗
齢
五
十
三

僧
夏
二
十
五

安

永
五
丙
申
十
二
月
十
一
日
逝
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
（
注
18
）。

四
世
普
観
は
、
も
と
意
清
と
称
し
、
享
保
九
（
一
七
二
四
）
年
、
徳
島
県
名
東
郡
島
田
村
常

右
衛
門
の
子
息
と
し
て
生
ま
れ
た
。
宝
暦
八（
一
七
五
八
）年
三
月
五
日
、
浄
光
の
附
嘱
に
よ
っ

て
正
興
庵
の
住
職
と
な
り
、
安
永
五
（
一
七
七
六
）
年
十
二
月
十
一
日
、
五
十
三
歳
に
て
遷
化

す
る
。

『
瑞
龍
志
』『
灌
頂
授
法
暦
名
』
に
記
録
さ
れ
る
普
観
の
伝
受
・
相
承
に
関
す
る
記
事
を
拾

い
上
げ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

○
（
延
享
四
年
）
夏
四
月
、
剛
公
授
祥
流
秘
策
于
意
清
（
後
改
普
観
）。

（『
瑞
龍
志
』、『
正
興
寺
』
三
五
頁
）

○
（
延
享
）
四
年
丁
卯
之
歳
五
月
廿
一
、
起
首
剛
公
授
祥
流
秘
策
于
廿
有
五
人
于
淡
之
真

原 卓 志
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応
寺
。普

観

慈
光
寺

（『
灌
頂
授
法
暦
名
』、『
正
興
寺
』
二
〇
八
頁
）

＊
こ
の
記
事
、『
瑞
龍
志
』（『
正
興
寺
』
三
六
頁
）
で
は
「
五
月
復
授
祥

流
秘
策
于
廿
五
人
于
淡
州
真
応
寺
」
と
あ
る
。

○
（
宝
暦
）
五
年
乙
亥
之
歳
夏
五
月
十
八
、
起
首
剛
公
授
密
軌
于
三
十
人
。

普
観

（『
灌
頂
授
法
暦
名
』、『
正
興
寺
』
二
〇
九
頁
）

○
（
宝
暦
）
十
有
二
年
○
三
月
初
五
、
剛
公
建
漫
怚
邏
、
授
具
支
灌
頂
於
観
公
。

（『
瑞
龍
志
』、『
正
興
寺
』
四
一
頁
）

○
（
明
和
五
年
）
秋
九
月
、
観
公
受
西
院
法
流
于
密
門
公
于
和
州
。
此
伝
授
自
秋
至
冬
六

年
春
書
写
秘
策
而
帰
。

（『
瑞
龍
志
』、『
正
興
寺
』
四
六
頁
）

普
観
は
、
二
十
四
歳
の
延
享
四
（
一
七
四
七
）
年
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
義
剛
よ
り
安

祥
寺
流
の
秘
策
を
受
け
、
宝
暦
五
（
一
七
五
五
）
年
五
月
、
三
十
二
歳
に
て
、
同
じ
く
義
剛
か

ら
密
軌
を
授
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
宝
暦
十
二
（
一
七
六
二
）
年
三
月
、
三
十
九
歳
で
、

義
剛
よ
り
具
支
灌
頂
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
四
十
五
歳
の
明
和
五
（
一
七
六
八
）
年
九
月
か

ら
翌
年
春
ま
で
、
和
州
に
て
密
門
か
（
注
19
）ら

西
院
流
を
伝
授
さ
れ
て
い
る
。
安
祥
寺
流
の
相
承
に
関

し
て
見
れ
ば
、
四
世
普
観
は
、
も
っ
ぱ
ら
二
世
の
義
剛
を
師
と
し
て
相
承
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

『
安
流
正
統
血
脉
』『
正
興
庵
血
脉
』
で
は
、
普
観
の
相
承
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。

○
『
安
流
正
統
血
脉
』

第
二
世
義
剛

第
三
世
浄
光

第
四
世
普
観

○
『
正
興
庵
血
脉
』

正
興
―
二
世

義
剛

正
興

三
世

浄
光

正
興

四
世

「
重
受
」（
朱
）

普
観

普
観

『
安
流
正
統
血
脉
』
で
は
、
普
観
は
浄
光
か
ら
安
祥
寺
流
を
伝
受
し
た
と
す
る
。
こ
れ
と
は

別
に
『
正
興
庵
血
脉
』
で
は
、
義
剛
か
ら
伝
受
さ
れ
、
さ
ら
に
浄
光
か
ら
も
伝
受
さ
れ
た
こ
と

を
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
浄
光
か
ら
の
伝
受
を
「
重
受
」
で
あ
る
と
朱
書
に
て
注
記
し
て
い

る
。

先
に
引
用
し
た
「
宝
暦
八
年
戊
寅
春
三
月
光
公
正
興
付
嘱
之
願

奉
願
覚
」
に
、
浄
光
が
普

観
の
こ
と
を
「
附
法
之
弟
子
性
海
比
丘
」
と
記
し
た
の
は
、
浄
光
が
住
職
を
務
め
て
い
た
正
興

庵
と
、
正
興
庵
に
て
管
理
し
て
い
た
聖
教
類
を
附
嘱（
伝
授
）し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

『
正
興
庵
血
脉
』
が
「
重
受
」
と
注
記
す
る
よ
う
な
一
流
伝
授
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
師
匠
と
弟

子
と
の
関
係
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

（
5
）
五
世

浄
遍
普
海

『
正
興
寺
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
五
世
の
普
海
の
墓
石
に
は
「
当
山
第
五
世
字
浄
遍

安
永

九
庚
子
四
月
二
十
日
閉
眼

世
寿
六
十
有
四

法
﨟
三
十
夏
」
と
刻
ま
れ
る
。
普
海
は
、
享
保

二
（
一
七
一
七
）
年
、
那
賀
郡
南
島
に
生
ま
れ
、
明
和
五
（
一
七
六
八
）
年
三
月
、
普
観
の
後

を
継
ぎ
、
五
十
一
歳
で
正
興
庵
住
職
と
な
り
、
安
永
九
（
一
七
八
〇
）
年
四
月
二
十
日
、
六
十

四
歳
で
遷
化
し
た
と
さ
れ
る
（
注
20
）。
正
興
庵
の
住
職
に
就
任
す
る
以
前
に
は
、
法
満
寺
の
住
職
を
務

め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
注
21
）。

『
灌
頂
授
法
暦
名
』に
記
録
さ
れ
る
普
海
の
伝
受
・
相
承
に
関
す
る
記
事
を
取
り
上
げ
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
る
。

○
延
享
三
年
丙
寅
之
歳
秋
月
八
月
五
日
、
剛
公
開
席
、
授
密
軌
于
十
七
人
于
瑞
龍
。

普
海

字
浄
遍
法
満
寺
主

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
〇
八
頁
）

○
（
宝
暦
）
七
年
丁
丑
之
歳
春
三
月
、
為
故
和
尚
十
七
回
忌
追
福
、
剛
公
授
祥
流
諸
尊
法

于
十
一
人
。

普
海

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
〇
九
頁
）

○
（
明
和
）
五
年
春
三
月
、観
公
初
建
壇
于
瑞
龍
、灌
頂
受
者
十
九
人
。始
自
十
六
至
廿
一
。

随
流
印
可

普
海

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
一
三
頁
）

○
（
明
和
）
七
年
夏
四
月
朔
ヨ
リ

至
十
六
ニ

観
公
授
中
流
于
十
一
人
。

普
海

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
一
四
頁
）

○
（
明
和
八
年
）
五
月
廿
六
日
、
起
首
観
公
授
大
日
経
疏
于
八
人
。

普
海

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
一
五
頁
）

○
（
安
永
二
年
）
夏
五
月
、
観
公
授
祥
流
秘
策
于
七
人
。

普
海

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
一
五
頁
）

法
満
寺
住
職
で
あ
っ
た
普
海
は
、
二
十
歳
の
延
享
三
（
一
七
四
六
）
年
八
月
に
、
正
興
寺
二

世
の
義
剛
よ
り
密
軌
を
受
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
宝
暦
七
（
一
七
五
七
）
年
、
四
十
一
歳
の
三

月
に
は
、
同
じ
く
義
剛
よ
り
安
祥
寺
流
の
諸
尊
法
を
伝
授
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
明
和
五（
一

正興庵歴代住職の安祥寺流相承と国伝山地蔵寺所蔵の血脉二種
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七
六
八
）
年
三
月
、
五
十
二
歳
の
普
海
は
、
正
興
寺
四
世
の
普
観
よ
り
随
心
院
流
の
印
可
を
受

け
、
明
和
七
（
一
七
七
〇
）
年
四
月
に
は
、
同
じ
く
普
観
か
ら
中
院
流
を
伝
授
さ
れ
て
い
る
。

明
和
八
（
一
七
七
一
）
年
五
月
に
、
普
観
か
ら
大
日
経
疏
を
受
け
、
安
永
二
（
一
七
七
三
）
年

五
月
、
五
十
七
歳
の
普
海
は
、
普
観
よ
り
安
祥
寺
流
の
秘
策
を
受
け
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
普
海
は
安
祥
寺
流
の
諸
尊
法
を
二
世
の
義
剛
よ
り
伝
受
し
た

後
、
五
十
七
歳
に
な
っ
て
、
四
世
普
観
か
ら
秘
策
を
伝
授
さ
れ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

『
安
流
正
統
血
脉
』『
正
興
庵
血
脉
』
で
は
、
普
海
の
安
祥
寺
流
相
承
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。

○
『
安
流
正
統
血
脉
』

第
二
世
義
剛

第
三
世
浄
光

第
四
世
普
観

第
五
世
普
海

○
『
正
興
庵
血
脉
』

正
興
―
二
世

義
剛

正
興

三
世

浄
光

正
興

四
世

「
重
受
」（
朱
）

普
観

正
興

五
世

普
海

普
観

い
ず
れ
も
、
四
世
の
普
観
か
ら
の
相
承
を
記
す
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
義
剛
か
ら
の
諸
尊
法

の
伝
受
を
安
祥
寺
流
の
伝
受
と
見
な
し
得
る
か
ど
う
か
に
問
題
が
残
さ
れ
る
が
、
血
脉
二
種
は

義
剛
と
普
海
と
の
直
接
的
な
関
係
を
見
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
6
）
六
世

恵
中
照
如

正
興
寺
六
世
の
照
如
は
、
寛
延
三
（
一
七
五
〇
）
年
、
讃
州
寒
川
郡
志
度
浦
の
長
十
郎
子
息

と
し
て
生
ま
れ
た
。
宝
暦
八
（
一
七
五
八
）
年
、
九
歳
で
正
興
寺
に
入
寺
し
、
安
永
九
（
一
七

八
〇
）
年
四
月
、
三
十
一
歳
で
五
世
の
普
海
の
後
を
継
い
で
正
興
寺
住
職
と
な
る
。
そ
し
て
、

文
化
十
（
一
八
一
三
）
年
霜
月
九
日
、
六
十
四
歳
に
て
遷
化
す
る
。『
正
興
寺
』
に
よ
る
と
、

そ
の
墓
石
に
は
「
当
山
第
六
世
和
尚
字
恵
中

文
化
十
年
癸
酉
十
一
月
九
日
示
寂

僧
﨟
三
十

八
夏

世
寿
六
十
四
歳
」
と
刻
ま
れ
る
と
い
う
（
注
22
）。

ま
た
、
安
永
九
年
八
月
に
照
如
か
ら
吉
岡
宅

之
丞
、
太
田
源
右
衛
門
に
提
出
さ
れ
た
宗
判
指
出
「
同
秋
八
月
廿
九
日
宗
判
指
出
覚
」
に
は
、

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
注
23
）。

○
正
興
庵
者
、
小
野
随
心
院
殿
御
門
跡
御
法
末
之
真
言
律
宗
ニ
紛
無
御
座
候
。
拙
僧
出
生

之
義
ハ
、
讃
州
寒
川
郡
志
度
浦
長
十
郎
伜
、
九
歳
ゟ
当
村
正
興
庵
弟
子
ニ
罷
成
、
安
永

九
年
四
月
ゟ
、
正
興
庵
請
取
住
居
仕
罷
在
候
。

『
瑞
龍
志
』『
灌
頂
授
法
暦
名
』
に
見
ら
れ
る
照
如
の
伝
受
・
相
承
に
か
か
わ
る
記
録
に
は

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

○
（
明
和
）
四
年
丁
亥
夏
四
月
、
剛
公
開
壇
瑞
龍
、
灌
頂
受
者
廿
六
人
。

廿
八
安
―

照
如

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
一
二
頁
）

○
（
明
和
四
年
）
秋
九
月
初
二
、
起
首
観
公
授
中
流
于
十
七
人
於
佐
那
川
内
宝
蔵
寺
。

照
如

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
一
三
頁
）

○
（
明
和
）
五
年
春
三
月
、観
公
初
建
壇
于
瑞
龍
、灌
頂
受
者
十
九
人
。始
自
十
六
至
廿
一
。

随
流
印
可

照
如

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
一
三
頁
）

○
（
明
和
六
年
）
冬
十
月
朔
、
起
首
観
公
授
祥
流
于
四
人
。

照
如

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
一
四
頁
）

○
（
明
和
八
年
）
五
月
廿
六
日
、
起
首
観
公
授
大
日
経
疏
于
八
人
。

照
如

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
一
五
頁
）

○
（
安
永
三
年
）
秋
八
月
、
海
公
授
密
軌
于
五
人
。

照
如
恵
中

（「
瑞
龍
志
」、『
正
興
寺
』
四
九
頁
）

○
（
安
永
）
四
年
夏
四
月
、
観
公
授
灌
頂
于
廿
二
人
。

四
日

随
―
印
可

照
如

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
一
六
頁
）

○
（
安
永
五
年
）
三
月
十
一
日
辰
上
、
於
正
興
道
場
、
照
如
受
得
菩
薩
苾
蒭
律
儀
矣
。

（「
瑞
龍
志
」、『
正
興
寺
』
五
〇
頁
）

○
（
安
永
八
年
）
夏
四
月
、
海
公
伝
祥
流
淵
奥
于
照
如
・
弁
如
。

（「
瑞
龍
志
」、『
正
興
寺
』
五
一
頁
）

○
（
天
明
元
年
）
冬
十
月
、
照
公
参
于
西
讃
誕
生
寛
充
大
僧
都
、
受
醍
醐
三
宝
之
流
、
雄

公
之
蘊
其
竭
于
斯
焉
。
又
再
受
随
流
之
印
可
。
（「
瑞
龍
志
」、『
正
興
寺
』
五
三
頁
）

＊
西
讃
誕
生
院
（
善
通
寺
）
の
寛
充
大
僧
都
は
徳
島
潘
馬
宮
玄
益
の
子
で
、

坊
城
俊
親
卿
の
猶
子
。
阿
州
板
野
郡
松
茂
村
長
岸
の
観
音
寺
に
て
病
死
。

（「
瑞
龍
志
」、『
正
興
寺
』
五
三
頁
）

○
（
天
明
三
年
）
夏
四
月
、
照
公
随
南
山
密
門
和
尚
、
受
小
嶋
法
流
于
淡
州
須
府
。

（「
瑞
龍
志
」、『
正
興
寺
』
五
三
頁
）

○
（
文
化
四
年
）
秋
九
月
、
照
公
就
密
門
公
、
再
（
受
）
中
院
于
熊
谷
寺
。

（「
瑞
龍
志
」、『
正
興
寺
』
六
二
頁
）

原 卓 志
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○
（
文
化
六
年
）
秋
八
月
九
日
、
如
公
随
密
乗
律
師
、
受
于
西
流
許
可
于
来
福
寺
。

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
二
七
頁
）

○
（
文
化
六
年
）
秋
八
月
九
日
、
照
如
従
密
乗
比
丘
、
受
于
西
院
印
可
于
来
福
寺
。

（「
瑞
龍
志
」、『
正
興
寺
』
六
二
頁
）

照
如
は
、
十
八
歳
の
明
和
四
（
一
七
六
七
）
年
四
月
に
、
正
興
寺
に
て
二
世
の
義
剛
に
安
祥

寺
流
の
伝
法
灌
頂
を
受
け
た
後
、
同
年
九
月
に
は
、
佐
那
河
内
の
宝
蔵
寺
に
て
四
世
の
普
観
よ

り
中
院
流
を
伝
授
さ
れ
て
い
る
。
翌
明
和
五
（
一
七
六
八
）
年
三
月
、
正
興
寺
に
て
普
観
よ
り

随
心
院
流
印
可
を
受
け
る
。
さ
ら
に
、
二
十
歳
の
明
和
六
（
一
七
六
九
）
年
十
月
、
正
興
寺
に

て
普
観
よ
り
安
祥
寺
流
を
伝
受
さ
れ
る
。
明
和
八
（
一
七
七
一
）
年
五
月
、
普
観
よ
り
大
日
経

疏
を
受
け
、
安
永
三
（
一
七
七
四
）
年
八
月
に
は
、
五
世
の
普
海
よ
り
密
軌
を
授
け
ら
れ
て
い

る
。
二
十
六
歳
の
安
永
四
（
一
七
七
五
）
年
四
月
に
は
、
普
観
よ
り
重
ね
て
随
心
院
流
印
可
を

受
け
て
い
る
。
安
永
五
（
一
七
七
六
）
年
三
月
、
正
興
寺
に
て
普
海
よ
り
菩
薩
・
苾
芻
の
律
儀

を
受
け
、
三
十
歳
の
安
永
八
（
一
七
七
九
）
年
四
月
に
は
、
普
海
よ
り
再
び
安
祥
寺
流
を
授
け

ら
れ
る
。
正
興
寺
住
職
と
な
っ
た
後
の
、
天
明
元
（
一
七
八
一
）
年
十
月
に
は
、
讃
州
善
通
寺

に
て
、
寛
充
大
僧
都
よ
り
三
宝
院
流
を
受
け
、
三
た
び
随
心
院
流
の
印
可
を
受
け
て
い
る
。
ま

た
、
天
明
三
（
一
七
八
三
）
年
四
月
、
三
十
四
歳
の
照
如
は
、
淡
州
洲
本
に
て
、
高
野
山
円
通

寺
の
密
門
よ
り
小
島
流
を
受
け
た
ほ
か
、
五
十
八
歳
の
文
化
四
（
一
八
〇
七
）
年
九
月
、
板
野

郡
土
成
の
熊
谷
寺
に
て
、
密
門
よ
り
中
院
流
を
伝
授
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
六
十
歳
の
文
化
六（
一

八
〇
九
）
年
八
月
に
は
、
徳
島
寺
町
の
来
福
寺
に
て
、
密
乗
房
龍
海
（
注
24
）よ

り
西
院
流
を
受
け
て
い

る
。照

如
に
お
け
る
安
祥
寺
流
の
相
承
関
係
を
見
る
と
、二
世
義
剛
の
伝
法
灌
頂
を
始
め
と
し
て
、

四
世
の
普
観
か
ら
一
流
伝
授
を
受
け
た
ほ
か
、
五
世
の
普
海
か
ら
も
一
流
伝
授
を
受
け
た
こ
と

が
理
解
さ
れ
る
。

照
如
の
安
祥
寺
流
相
承
に
つ
い
て
、『
安
流
正
統
血
脉
』『
正
興
庵
血
脉
』
に
は
、
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

○
『
安
流
正
統
血
脉
』

第
二
世
義
剛

第
三
世
浄
光

第
四
世
普
観

第
五
世
普
海

第
六
世
照
如

○
『
正
興
庵
血
脉
』

正
興
―
二
世

義
剛

正
興

三
世

浄
光

正
興

四
世

「
重
受
」（
朱
）

普
観

正
興

五
世

普
海

正
興

六
世

照
如

普
観

二
種
の
血
脉
と
も
に
、
五
世
の
普
海
か
ら
の
相
承
を
記
し
て
い
る
が
、
二
世
義
剛
の
伝
法
灌

頂
、
四
世
普
観
か
ら
の
相
承
に
つ
い
て
は
記
載
さ
れ
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

（
7
）
七
世

霊
塔
常
如

正
興
庵
七
世
で
あ
る
常
如
の
遷
化
の
後
に
八
世
の
菩
提
華
が
記
し
た
『
正
興
七
世
霊
塔
常
如

律
師
伝
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
（
注
25
）。

○
師
諱
常
如
、
字
霊
塔
。
撫
養
南
浜
人
也
。
姓
川
嶋
氏
、
父
曰
和
平
、
母
曰
慶
女
。
師
其

第
二
子
也
。
以
天
明
六
年
丙
午
九
月
廿
六
日
生
焉
。

○
十
有
四
歳
、
師
照
如
和
尚
薙
髪
脱
白
。

○
享
和
二
年
壬
戌
秋
九
月
、
師
十
七
、
受
伝
法
職
位
于
師
主
和
尚
。
三
年
癸
亥
、
以
法
縁

故
、
住
能
満
寺
。
師
志
学
之
心
切
以
故
、
僅
三
年
而
退
。
文
化
元
年
甲
子
秋
八
月
、
随

師
主
、
稟
醍
醐
憲
深
法
流
。
三
年
丙
寅
冬
十
一
月
、
又
受
中
流
。
四
年
丁
卯
冬
十
月
、

又
授
随
流
印
可
。
自
是
而
後
専
従
恵
学
、
或
随
本
州
某
密
師
聴
倶
舎
論
頌
疏
、
或
従
南

山
慈
海
師
、
聞
唯
識
述
記
。
又
遊
京
師
、
就
経
歴
師
、
学
華
厳
探
玄
記
、
及
五
教
章
、

起
信
論
、
三
論
玄
義
等
。
又
随
定
観
律
師
、
習
中
天
相
承
悉
曇
。

○
師
雅
以
天
姿
高
明
、
風
神
超
邁
、
深
窮
教
理
、
博
殫
事
相
、
卒
乃
游
学
余
暇
、
親
炙
師

主
、
無
祥
流
、
無
西
流
、
弗
伝
弗
措
、
既
能
伝
之
、
弗
究
弗
措
。
不
亦
一
盛
事
乎
。
文

化
九
年
壬
申
春
二
月
廿
日
、
随
師
主
受
菩
薩
苾
芻
戒
。
冬
十
二
月
、
補
和
尚
処
、
住
持

正
興
寺
。
時
年
二
十
七
也
。

○
既
然
已
心
志
自
弛
也
、
病
悩
日
新
、
雖
司
命
終
難
救
焉
、
仍
以
文
化
十
二
年
乙
亥
冬
十

二
月
十
三
日
、
泊
焉
示
寂
。
春
秋
三
十
、
法
﨟
四
夏
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
七
世
の
常
如
は
天
明
六
（
一
七
八
六
）
年
、
板
野
郡
南
浜
村
、
川
嶋
和
平

次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
寛
政
十
一
（
一
七
九
九
）
年
、
十
四
歳
で
正
興
庵
六
世
の
照
如
室
に

入
寺
し
、
享
和
三
（
一
八
〇
三
）
年
八
月
、
十
八
歳
で
能
満
寺
（
注
26
）の

住
職
と
な
る
が
、
三
年
後
の

文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
に
は
能
満
寺
住
職
を
辞
す
。
文
化
九
（
一
八
一
二
）
年
十
二
月
二
日
、

二
十
七
歳
で
正
興
寺
の
住
職
と
な
る
も
の
の
、
文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年
十
二
月
十
三
日
、

正興庵歴代住職の安祥寺流相承と国伝山地蔵寺所蔵の血脉二種
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三
十
歳
の
若
さ
で
遷
化
し
た
。
常
如
の
墓
石
に
は
「
当
山
第
七
世
律
師
字
霊
塔

文
化
十
二
乙

亥
十
二
月
十
三
日
寅
刻
示
寂

僧
﨟
四
夏

寿
三
十
」
と
あ
る
と
い
う
（
注
27
）。

『
瑞
龍
志
』『
灌
頂
授
法
暦
名
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
伝
受
・
相
承
の
記
録
が
見
出
せ
る
。

○
（
寛
政
十
二
年
）
秋
九
月
、
如
公
建
壇
瑞
龍
、
授
灌
頂
受
者
八
人
。

同
（
廿
七
）
日
受
明

常
如

当
山
資
霊
塔

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
二
四
頁
）

○
（
享
和
元
年
）
冬
十
一
月
、
如
公
于
霊
山
寺
、
授
于
三
流
秘
策
于
十
八
人
。

常
如

当
院
資
霊
塔

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
二
四
頁
）

○
（
享
和
二
年
）
秋
九
月
、
如
公
建
壇
于
瑞
龍
、
灌
頂
授
法
于
五
人
。

二
十
日
安
―
伝
―

常
如

当
院
資
霊
塔

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
二
四
頁
）

○
文
化
元
甲
子
中
秋
、
如
公
幸
心
―
秘
策
授
于
六
人
。

常
如

照
如
資

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
二
五
頁
）

○
（
文
化
）
三
年
春
正
月
、
如
公
於
瑞
龍
、
授
祥
流
普
通
資
常
如
。

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
二
五
頁
）

○
（
文
化
三
年
）
冬
十
一
月
、
如
公
中
院
流
授
于
三
人
于
瑞
龍
。

常
如

正
興
資
霊
塔

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
二
六
頁
）

○
（
文
化
六
年
）
冬
十
月
、
如
公
開
壇
瑞
龍
、
授
于
灌
頂
于
九
人
。

随
流
印
可

常
如

当
院
資
无
障
初
曰
霊
塔

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
二
七
頁
）

○
（
文
化
十
年
）
春
三
月
、
飛
錫
讃
丸
亀
、
就
慧
岳
師
、
聴
住
心
品
疏
。

（「
瑞
龍
志
」、『
正
興
寺
』
六
三
頁
）

常
如
は
、
十
四
歳
の
寛
政
十
一
（
一
七
九
九
）
年
に
正
興
寺
六
世
照
如
の
も
と
に
入
寺
し
、

翌
年
九
月
に
照
如
よ
り
受
明
灌
頂
を
受
け
る
。
享
和
元
（
一
八
〇
一
）
年
十
一
月
に
は
、
霊
山

寺
に
て
照
如
を
師
と
し
て
三
宝
院
流
秘
策
を
受
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
翌
享
和
二（
一
八
〇
二
）

年
九
月
、
照
如
よ
り
安
祥
寺
流
の
伝
法
灌
頂
を
授
け
ら
れ
る
。
こ
の
時
、
十
七
歳
で
あ
っ
た
。

能
満
寺
住
職
で
あ
っ
た
文
化
元
（
一
八
〇
四
）
年
八
月
、
照
如
よ
り
三
宝
院
流
幸
心
方
を
伝
授

さ
れ
、
文
化
三
（
一
八
〇
六
）
年
正
月
に
は
、
安
祥
寺
流
を
伝
授
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
年

十
一
月
に
、
照
如
よ
り
中
院
流
を
伝
受
す
る
。
二
十
四
歳
の
文
化
六
（
一
八
〇
九
）
年
十
月
、

照
如
か
ら
随
心
院
流
印
可
を
受
け
る
（
注
28
）。

さ
ら
に
、
文
化
九（
一
八
一
二
）年
に
は
、
照
如
か
ら
、

菩
薩
苾
芻
戒
を
受
け
る
。
ま
た
、
文
化
十（
一
八
一
三
）年
三
月
に
は
、
讃
州
丸
亀
に
出
か
け
、

慧
岳
師
（
注
29
）か

ら
大
日
経
住
心
品
疏
講
伝
を
聴
講
し
て
い
る
。

安
祥
寺
流
の
伝
受
・
相
承
に
限
る
と
、
伝
法
灌
頂
・
一
流
伝
授
と
も
に
六
世
の
照
如
に
受
け

た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

『
安
流
正
統
血
脉
』『
正
興
庵
血
脉
』
に
は
、
常
如
の
安
祥
寺
流
相
承
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

○
『
安
流
正
統
血
脉
』

第
六
世
照
如

第
七
世
常
如

○
『
正
興
庵
血
脉
』

正
興

六
世

照
如

正
興

七
世

常
如

二
種
の
血
脉
と
も
に
、
六
世
照
如
か
ら
法
流
を
相
承
し
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
右
に
見
た

伝
受
・
相
承
の
実
態
と
齟
齬
す
る
も
の
で
は
な
い
。

（
8
）
八
世

祥
瑞
菩
提
華

文
化
十
三
（
一
八
一
六
）
年
八
月
、
正
興
庵
八
世
の
菩
提
華
か
ら
宗
門
御
奉
行
宛
に
出
さ
れ

た
宗
判
指
出
「（
文
化
十
三
年
八
月
）
申
上
覚
（
宗
判
指
出
）」
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
（
注
30
）。

○
正
興
庵
者
、
京
都
小
野
随
心
院
殿
御
門
跡
御
法
末
之
真
言
律
宗
ニ
紛
無
御
座
候
。
拙
僧

義
ハ
、
出
生
者
同
郡
木
津
野
村
岑
次
、
幼
生
ゟ
当
庵
弟
子
ニ
相
成
、
去
ル
文
化
十
二
十

二
月
、
正
興
庵
請
持
住
務
仕
候
。

寛
延
三（
一
七
五
〇
）年
、
鳴
門
市
木
津
町
木
津
野
、
岩
朝
官
次
の
嫡
子
と
し
て
生
ま
れ
た
（
注
31
）八

世
の
菩
提
華
は
、
も
と
円
如
と
称
し
た
。
文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年
十
二
月
十
三
日
、
六
十

六
歳
で
常
如
を
継
い
で
正
興
寺
住
職
と
な
り
、
文
政
六
（
一
八
二
三
）
年
十
一
月
十
九
日
、
七

十
四
歳
に
て
遷
化
す
る
。

『
瑞
龍
志
』『
灌
頂
授
法
暦
名
』
に
見
出
さ
れ
る
菩
提
華
の
伝
受
・
相
承
の
記
録
に
は
次
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

原 卓 志
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○
（
明
和
）
四
年
丁
亥
夏
四
月
、
剛
公
開
壇
瑞
龍
、
灌
頂
受
者
廿
六
人
。

晦
日
受
―
台

円
如

五
月
朔
受
―
金

如
先
台

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
一
二
頁
）

○
（
明
和
）
五
年
春
三
月
、観
公
初
建
壇
于
瑞
龍
、灌
頂
受
者
十
九
人
。始
自
十
六
至
廿
一
。

十
六
安
―

円
如

随
流
印
可

円
如

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
一
三
頁
）

○
（
明
和
）
八
年
春
二
月
、
観
公
授
中
流
于
円
如
与
海
典
。

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
一
四
頁
）

○
（
安
永
）
二
年
春
三
月
、
観
公
修
灌
頂
、
受
者
廿
五
人
。

廿
日

随
―
印
可

円
如

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
一
五
頁
）

○
（
安
永
三
年
）
秋
八
月
、
海
公
授
密
軌
于
五
人
。

増
宥
文
津

弁
如
大
勇

照
如
恵
中

円
如
祥
瑞

妙
住
義
仙

（「
瑞
龍
志
」、『
正
興
寺
』
四
九
頁
）

○
（
安
永
）
四
年
夏
四
月
、
観
公
授
灌
頂
于
廿
二
人
。

六
日

三
―
印
可

円
如

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
一
六
頁
）

○
（
文
政
元
年
）
夏
四
月
十
一
日
、
受
西
院
流
于
密
乗
和
尚
于
蓮
光
寺
。

（「
瑞
龍
志
」、『
正
興
寺
』
六
六
頁
）

○
（
文
政
元
年
）
冬
十
月
、
菩
提
華
徂
西
讃
誕
生
院
、
受
随
流
印
可
於
厳
蔵
権
僧
正
。

（「
瑞
龍
志
」、『
正
興
寺
』
六
六
頁
）

菩
提
華
は
、
十
八
歳
で
あ
っ
た
明
和
四
（
一
七
六
七
）
年
四
月
晦
日
と
五
月
朔
日
に
、
二
世

の
義
剛
よ
り
台
金
の
受
明
灌
頂
を
受
け
、
翌
年
三
月
に
は
四
世
の
普
観
に
従
っ
て
安
祥
寺
流
の

伝
法
灌
頂
と
と
も
に
、
随
心
院
流
の
印
可
を
受
け
る
。
ま
た
、
二
十
二
歳
の
明
和
八
（
一
七
七

一
）
年
二
月
に
は
、
普
観
よ
り
中
院
流
を
伝
受
さ
れ
る
。
安
永
二
（
一
七
七
三
）
年
三
月
に
は

再
び
普
観
よ
り
随
心
院
流
の
印
可
を
受
け
、
翌
年
八
月
に
正
興
寺
五
世
の
普
海
か
ら
密
軌
を
授

け
ら
れ
る
。
更
に
安
永
四
（
一
七
七
五
）
年
四
月
、
二
十
六
歳
の
菩
提
華
（
円
如
）
は
普
観
よ

り
三
宝
院
流
の
印
可
を
受
け
て
い
る
。
正
興
寺
住
職
に
就
任
し
た
後
の
文
政
元
（
一
八
一
八
）

年
に
は
、
淡
州
洲
本
の
蓮
光
寺
に
て
密
乗
よ
り
西
院
流
を
受
け
、
十
月
に
は
讃
州
の
善
光
寺
に

て
厳
蔵
よ
り
随
心
院
流
の
印
可
を
受
け
て
い
る
。

安
祥
寺
流
の
相
承
と
い
う
目
で
見
る
と
、
明
和
五
年
三
月
に
普
観
に
よ
っ
て
安
祥
寺
流
の
伝

法
灌
頂
を
授
け
ら
れ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
る
だ
け
で
、
安
祥
寺
流
の
一
流
伝
授
に
つ
い
て
の
記

録
が
見
ら
れ
な
い
。
菩
提
華
は
、
自
身
が
作
成
し
た
『
正
興
七
世
霊
塔
常
如
律
師
伝
』
に
お
い

て
、
七
世
の
常
如
の
跡
を
継
い
で
正
興
庵
住
職
に
な
る
こ
と
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
注
32
）。

○
伊
吾
菩
提
華
、
以
嘗
忝
入
普
観
禅
師
室
、
伝
吾
山
法
流
、
故
暫
継
其
跡
、
以
保
法
命
。

亡
論
不
得
已
也
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
菩
提
華
は
普
観
か
ら
安
祥
寺
流
で
伝
法
灌
頂
を
受
け
、
さ
ら
に
同
じ
く
普

観
か
ら
正
興
庵
の
法
流
で
あ
る
安
祥
寺
流
を
伝
受
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
安
流
正
統
血
脉
』『
正
興
庵
血
脉
』
に
は
、
菩
提
華
の
安
祥
寺
流
相
承
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
に
記
し
て
い
る
。

○
『
安
流
正
統
血
脉
』

第
四
世
普
観

第
五
世
普
海

第
六
世
照
如

第
七
世
常
如

第
八
世
菩
提
華

○
『
正
興
庵
血
脉
』

正
興

四
世

普
観

正
興

五
世

普
海

正
興

六
世

照
如

正
興

七
世

常
如

正
興

八
世

「
重
受
」（
朱
）

菩
提
華

円
如
後
改
菩

提
華

両
血
脉
共
に
四
世
普
観
か
ら
菩
提
華
（
円
如
）
へ
の
相
承
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
上
に
七
世

の
常
如
か
ら
の
相
承
に
つ
い
て
も
記
す
。
特
に
『
正
興
庵
血
脉
』
で
は
常
如
か
ら
の
相
承
を
朱

筆
で
「
重
受
」
と
注
記
す
る
。
た
だ
し
か
し
、
も
し
常
如
よ
り
安
祥
寺
流
を
伝
受
し
て
い
た
と

す
れ
ば
、
七
世
の
常
如
の
伝
記
で
あ
る
『
正
興
七
世
霊
塔
常
如
律
師
伝
』
の
中
で
、
常
如
の
跡

を
継
い
で
正
興
庵
住
職
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
の
に
あ
た
っ
て
、
菩
提
華
自
身
が
常
如

よ
り
安
祥
寺
流
を
伝
受
し
た
こ
と
に
触
れ
て
い
な
い
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
常
如
と
菩
提
華
と

の
関
係
は
、
正
興
庵
と
伝
来
の
聖
教
類
の
相
承
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、「
重
受
」
と
い
っ
た

関
係
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
9
）
九
世

霊
巌
黙
雅
（
十
一
世
再
住
）

九
世
の
黙
雅
が
自
ら
の
出
生
な
ど
に
つ
い
て
、
文
政
七
（
一
八
二
四
）
年
に
原
与
右
衛
門
・

太
田
章
太
郎
に
提
出
し
た
宗
判
指
出
「
申
上
ル

覚
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る

（
注
33
）。

○
正
興
庵
者
、
小
野
随
心
院
殿
御
門
跡
御
法
縁
真
言
律
宗
ニ

紛
無
御
座
候
。
拙
僧
儀
者
、

当
郡
東
中
富
村
高
橋
作
左
衛
門
二
男
。拾
一
歳
ゟ
名（
西
？
）
東
郡
城
之
内
村
童
学
寺
弟
資
相
成
、

正興庵歴代住職の安祥寺流相承と国伝山地蔵寺所蔵の血脉二種
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文
化
七
午
正
月
ゟ
童
学
寺
請
持
住
居
罷
在
候
。
然
処
去
文
政
六
未
十
一
月
、
当
庵（
転
？
）
伝
住

被
仰
付
、
住
務
罷
在
候
。

ま
た
、
文
政
七
年
十
一
月
に
、
黙
雅
か
ら
黒
田
安
左
衛
門
・
野
口
是
兵
衛
・
笹
倉
真
佐
介
に

差
出
さ
れ
た
隠
居
願
「
同
（
文
政
七
）
年
冬
十
一
月
廿
九
日
隠
居
願
書
指
出
ス

奉
願
口
上
覚
」

に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
（
注
34
）。

○
拙
僧
義
、
去
十
一
月
、
童
学
寺
ゟ
当
庵
ヘ

転
住
被
仰
付
、
兼
務
行
罷
在
候
。
然
ル
ニ

近
年

病
身
ニ

而
遠
路
歩
行
等
難
仕
候
ニ

付
、
当
庵
並
ニ

真
俗
二
諦
之
諸
道
具
等
迄
、
先
師
祥
瑞

比
丘
弟
資
信
敞
比
丘
ヘ

附
属
仕
度
奉
存
候
。
尤
、
当
庵
相
承
之
諸
聖
教
等
一
切
伝
受
相

済
、
律
儀
綿
密
ニ

相
勤
居
申
候
。
何
卒
、
右
信
敞
比
丘
ニ

後
住
職
被
仰
付
、
拙
僧
義
者
、

童
学
寺
ヘ

帰
住
被
仰
付
可
被
下
奉
願
上
候
。

黙
雅
の
伝
記
で
あ
る
『
正
興
九
世
黙
雅
大
和
尚
伝
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
る
（
注
35
）。

○
安
永
六
丁
酉
年
三
月
四
日
金
曜
觜
宿
火
性
之
生
。
…
…
十
歳
之
冬
、
頻
欣
出
家
。
父
随

身
而
東
明
山
拝（
謁
？
）
偈
等
観
和
尚
。
和
尚
一
視
潜
称
法
器
。
…
…
十
五
歳
寛
政
三
辛
亥
年
三

月
五
日
、
撰
栄
宿
日
、
拝
和
尚
、
剃
髪
改
幼
名
、
所
授
諱
黙
雅
字
霊
巌
。
…
…
後
、
就

密
乗
大
律
師
、
拝
聞
梵
網
經
・
寄
帰
伝
・
十
巻
疏
。
随
観
善
法
印
而
、
閲
倶
舎
・
唯
識
、

拝
経
歴
和
尚
学
両
一
乗
。
二
十
四
歳
寛
政
十
二
庚
申
年
六
月
、
受
大
戒
於
等
観
和
尚
、

同
冬
沐
伝
法
灌
頂
矣
。
亦
中
院
流
、
及
憲
深
方
習
和
尚
。
二
十
五
歳
自
正
月
、
伝
受
安

流
於
和
尚
、
夜
屢
麿
戒
珠
矣
。
二
十
六
歳
春
、

錫
於
河
内
延
命
寺
、
懇
拝
心
浄
大
和

尚
、
伝
受
西
院
流
、
研
究
諸
儀
軌
、
兼
習
悉
曇
、
再
伝
安
流
矣
。
二
十
八
歳
文
化
元
甲

子
年
之
冬
、
曁
帰
錫
登
高
野
山
、
祈
菩
提
心
於
奥
院
廟
前
矣
。
十
二
月
、
帰
錫
之
後
者
、

本
尊
之
暇
惜
寸

、
研
磨
伝
授
之
法
流
矣
。
粤
文
化
六
己
巳
歳
秋
、
憑
公
命
、
等
観
和

尚
転
住
大
坊
矣
。
則
以
童
学
寺
、
被
附
嘱
黙
雅
和
尚
、
歳
三
十
三
也
。
…
…
天
保
六
乙

未
年
七
月
二
十
四
日
示
微
疾
遷
化
。
…
…
伝
法
灌
頂
男
僧
五
十
一
人
、
法
流
伝
授
四
十

七
人
等
者
拾
豫
也
。
恐
多
所
漏
矣
。

正
興
庵
九
世
の
黙
雅
は
、
安
永
六
（
一
七
七
七
）
年
に
板
野
郡
東
中
富
村
の
高
橋
作
左
衛
門

次
男
と
し
て
誕
生
し
、
寛
政
三
（
一
七
九
一
）
年
、
十
五
歳
で
童
学
寺
住
職
の
等
観
の
も
と
で

剃
髪
す
る
。
文
化
七
（
一
八
一
〇
）
年
正
月
、
三
十
四
歳
で
童
学
寺
の
住
職
と
な
り
、
文
政
六

（
一
八
二
三
）
年
、
四
十
七
歳
で
正
興
庵
の
九
世
住
職
と
な
る
。
文
政
七
（
一
八
二
四
）
年
に

正
興
庵
住
職
を
慧

に
譲
る
が
、
慧

の
遷
化
に
よ
っ
て
、
文
政
十
（
一
八
二
七
）
年
四
月
か

ら
同
年
十
月
ま
で
正
興
庵
に
再
住
す
る
。
黙
雅
の
遷
化
は
、
天
保
六
（
一
八
三
五
）
年
七
月
二

十
四
日
、
五
十
九
歳
で
あ
っ
た
。
正
興
庵
境
内
の
「
瑞
龍
衆
主
塔
」
に
は
「
九
世
黙
雅
公
字
霊

巌

天
保
六
歳
次
乙
未
七
月
廿
四
日
寂

本
廟
在
于
童
学
寺
中
」
と
刻
さ
れ
る
と
い
う
（
注
36
）。

黙
雅
の
伝
受
・
相
承
に
関
す
る
記
事
は
、正
興
庵
歴
代
住
職
の
灌
頂
・
伝
授
記
録
で
あ
る『
灌

頂
授
法
暦
名
』
に
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
黙
雅
が
正
興
庵
の
歴
代
住
職
か
ら

の
伝
授
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
右
の
伝
記
か
ら
黙
雅
の
受
け

て
き
た
伝
授
な
ど
に
つ
い
て
見
る
と
、
十
五
歳
で
剃
髪
し
た
後
、
密
乗
に
よ
る
梵
網
經
、
南
海

寄
帰
内
法
伝
、
十
巻
疏
の
講
義
や
、
観
善
に
よ
る
倶
舎
論
、
唯
識
論
の
講
義
な
ど
を
聴
い
た
こ

と
が
分
か
る
。
寛
政
十
二
（
一
八
〇
〇
）
年
二
十
四
歳
の
時
に
は
、
童
学
寺
の
等
観
よ
り
大
戒

を
受
け
、
同
年
冬
に
伝
法
灌
頂
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
中
院
流
、
三
宝
院
流
憲
深
方
を
伝
受

し
た
ほ
か
、
翌
年
の
正
月
か
ら
同
じ
く
等
観
よ
り
安
祥
寺
流
を
伝
受
し
て
い
る
。
享
和
二
（
一

八
〇
二
）
年
に
は
河
内
の
延
命
寺
を
訪
れ
、
心
浄
よ
り
西
院
流
を
伝
授
さ
れ
る
と
と
も
に
、
再

び
安
祥
寺
流
を
受
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
正
興
庵
の
歴
代
住
職
か
ら
の
伝
授
を
受
け
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
黙
雅
で

あ
る
が
、『
安
流
正
統
血
脉
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
正
興
庵
八
世
の
菩
提
華
か
ら
伝
授
を
受
け

て
い
る
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

○
『
安
流
正
統
血
脉
』

第
八
世
菩
提
華

第
九
世
黙
雅

こ
れ
は
、
安
祥
寺
流
の
相
承
関
係
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
正
興
庵
お
よ
び
所
蔵
の
聖
教
類

の
相
承
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
黙
雅
が
童
学
寺
の
等
観
よ
り
安
祥
寺
流
を
伝
受
さ
れ
た
こ
と

は
、『
正
興
九
世
黙
雅
大
和
尚
伝
』
の
記
述
か
ら
確
か
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後

は
、
等
観
に
至
る
安
祥
寺
流
相
承
の
流
れ
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
10
）
十
世

信
敞
慧

正
興
庵
の
十
世
で
あ
る
慧

の
出
生
な
ど
に
つ
い
て
、
文
政
八
（
一
八
二
五
）
年
に
慧

自

身
が
太
田
章
三
郎
に
提
出
し
た
「
秋
八
月
宗
門
改
書
物
如
左

申
上
ル
覚
」
に
次
の
よ
う
に
記

さ
れ
る
（
注
37
）。

○
正
興
庵
者
、
小
野
随
心
院
殿
御
門
跡
御
法
縁
真
言
律
宗
ニ

紛
無
御
座
候
。
拙
僧
義
者
、

原 卓 志
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中
村
北
島
金
次
兵
衛
三
男
ニ

而
、
十
四
歳
ゟ
当
庵
弟
資
相
成
リ

、
去
ル
申
年
十
二
月
、
当

庵
住
職
被
仰
付
相
務
罷
在
候
。

右
の
よ
う
に
、
慧

は
、
寛
政
十
二
（
一
八
〇
〇
）
年
に
板
野
郡
北
島
町
中
村
、
北
島
金
次

兵
衛
三
男
と
し
て
出
生
し
、
文
化
十
（
一
八
一
三
）
年
、
十
四
歳
で
正
興
庵
七
世
常
如
の
弟
子

と
な
る
（
注
38
）。

そ
し
て
、
文
政
七
（
一
八
二
四
）
年
十
二
月
四
日
、
二
十
五
歳
に
て
正
興
庵
住
職
に

就
く
。
し
か
し
、
文
政
十
（
一
八
二
七
）
年
四
月
十
四
日
、
二
十
八
歳
の
若
さ
で
遷
化
す
る
。

『
正
興
寺
』
に
は
、
正
興
庵
境
内
の
墓
石
に
「
当
山
第
十
世
律
師
字
信
敞

文
政
十
丁
亥
四
月

十
四
日
示
寂

﨟
三
夏

世
寿
二
十
八
」
と
あ
る
と
い
う
（
注
39
）。

『
灌
頂
授
法
暦
名
』『
瑞
龍
志
』
に
は
、
慧

の
伝
受
・
相
承
の
記
録
と
し
て
次
の
よ
う
な

記
事
が
あ
る
。

○
（
文
化
十
年
）
冬
十
月
十
三
日
、
令
中
村
金
次
兵
衛
末
男
文
蔵（
十
四
才
）剃
髪
染
衣
。

名
曰
慧

信
敞
。

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
二
九
頁
）

○
（
文
化
）
十
一
年
春
二
月
、
常
如
開
壇
正
興
、
授
灌
頂
二
夜
十
八
日
十
九
日
。

受
明

金

慧

信
敞

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
二
九
頁
）

○
（
文
化
）
十
四
年
春
三
月
五
日
六
日
、
菩
提
華
初
開
壇
灌
頂
。

同
日
（
五
日
）
安
伝

恵

当
院
資
信
敞

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
三
〇
頁
）

○
（
文
化
）
十
五
年
秋
八
月
七
日
、
授
安
流
秘
策
于
寂
心
等
五
人
。

恵

字
信
敞
当
院
資

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
三
〇
頁
）

○
文
政
二
春
三
月
廿
四
五
日
、
開
于
瑞
龍
灌
頂
受
者
十
三
人
。

随
―

恵
宏

字
信
敞
当
院
資
（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
三
〇
頁
）

○
同
年
（
文
政
二
年
）
夏
四
月
、
応
請
于
淡
陽
国
箇
邑
延
命
寺
、
授
中
流
秘
策
于
廿
一
人
。

恵
宏

当
院
弟
子
信
敞

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
三
一
頁
）

○
（
文
政
二
年
）
夏
閏
四
月
、
応
于
請
同
国
（
淡
州
）
志
筑
浦
引
摂
寺
、
伝
両
部
万
荼
羅

随
聞
記
秘
訣
于
廿
二
人
、
附
授
五
古
秘
訣
。

恵
宏

正
興
庵
資

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
三
一
頁
）

○
（
文
政
二
年
）
秋
九
月
十
九
日
、
授
三
宝
院
流
授
于
長
道
等
十
六
人
。

恵
宏

当
庵
資
信
敞

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
三
二
頁
）

○
（
文
政
四
年
）
秋
九
月
、
応
請
于
淡
陽
榎
並
荘
賢
光
精
舎
、
伝
法
灌
頂
受
者
如
左
。

（
七
日
）
同
（
憲
―
）
伝
法

慧
宏

信
敞

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
三
二
頁
）

○
（
文
政
七
年
二
月
）
廿
八
日
卯
之
上
刻
、
恵

以
三
昧
（
耶
）
戒
儀
受
得
顕
密
二
戒
了
。

証
明
比
丘
衆
数
人
。

（「
瑞
龍
志
」、『
正
興
寺
』
六
九
頁
）

慧

は
、
文
化
十（
一
八
一
三
）年
十
四
歳
で
入
寺
し
、
翌
年
に
は
常
如
よ
り
受
明
灌
頂（
金

剛
界
）
を
授
け
ら
れ
る
。
文
化
十
四
（
一
八
一
七
）
年
、
十
八
歳
の
時
に
正
興
庵
八
世
の
菩
提

華
よ
り
安
祥
寺
流
で
伝
法
灌
頂
を
受
け
、
そ
の
翌
年
に
は
菩
提
華
よ
り
安
祥
寺
流
の
秘
策
を
伝

受
し
て
い
る
。
文
政
二
（
一
八
一
九
）
年
二
十
歳
の
三
月
に
は
、
菩
提
華
よ
り
随
心
院
流
の
伝

法
灌
頂
を
受
け
、
同
年
四
月
に
は
淡
州
の
延
命
寺
に
て
、
菩
提
華
よ
り
中
院
流
を
伝
受
し
、
閏

四
月
に
は
淡
州
引
摂
寺
に
て
、菩
提
華
よ
り
両
部
曼
荼
羅
随
聞
記
秘
訣
・
五
古
秘
訣
を
受
け
る
。

さ
ら
に
同
年
九
月
に
は
、
小
松
島
の
国
伝
山
に
て
、
菩
提
華
よ
り
三
宝
院
流
覚
雄
方
を
伝
受
し

た
。
そ
し
て
、
文
政
四
（
一
八
二
一
）
年
二
十
二
歳
の
時
、
淡
州
賢
光
寺
に
て
、
菩
提
華
よ
り

憲
深
方
の
伝
法
灌
頂
を
受
け
て
い
る
。
文
政
七
（
一
八
二
四
）
年
二
月
に
顕
密
の
二
戒
を
受
け

た
の
は
、
正
興
庵
九
世
の
黙
雅
か
ら
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
先
に
も
引
用
し
た
九

世
黙
雅
の
隠
居
願
に
は
「
先
師
祥
瑞
比
丘
弟
資
信
敞
比
丘
ヘ

附
属
仕
度
奉
存
候
」
と
あ
り
、
慧

が
八
世
菩
提
華
の
弟
子
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
慧

の
相
承
し
た
安
祥
寺
流
も
、
菩
提

華
よ
り
伝
受
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
『
安
流
正
統
血
脉
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

○
『
安
流
正
統
血
脉
』

第
八
世
菩
提
華

第
九
世
黙
雅

第
十
世
恵
宏

安
祥
寺
流
の
相
承
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
八
世
の
菩
提
華
か
ら
の
相
承
が
示
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
血
脉
に
は
そ
れ
が
示
さ
れ
な
い
。
黙
雅
と
の
相
承
関
係
に
つ
い

て
は
、『
灌
頂
授
法
暦
名
』
の
よ
う
に
、
黙
雅
の
正
興
庵
住
職
時
代
の
記
録
に
は
認
め
ら
れ
な

い
も
の
の
、
黙
雅
が
童
学
寺
住
職
で
あ
っ
た
時
に
安
祥
寺
流
の
伝
授
を
受
け
た
可
能
性
は
排
除

で
き
な
い
。
今
後
は
、
童
学
寺
に
残
さ
れ
た
聖
教
・
典
籍
に
よ
る
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

（
11
）
十
二
世

密
蔵
百
光

正
興
庵
十
二
世
の
百
光
の
出
生
・
経
歴
に
つ
い
て
、
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
に
作
ら
れ
た

百
光
和
尚
肖
像
中
の
伝
記
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
注
40
）。

○
和
尚
名
百
光
、
字
密
蔵
者
、
出
讃
州
伊
藤
氏
。
…
…
附
本
藩
撫
養
正
興
庵
第
六
世
照
如

正興庵歴代住職の安祥寺流相承と国伝山地蔵寺所蔵の血脉二種
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律
師
、
求
為
僧
。
律
師
者
一
時
緇
門
之
名
流
也
。
…
…
及
至
其
廿
五
六
歳
也
、
所
為
宗

軌
之
四
度
加
行
・
護
摩
・
灌
頂
、
及
諸
部
之
経
軌
、
無
不
尽
其
精
微
矣
。
已
長
而
住
城

北
板
野
郡
高
房
村
円
通
寺
而
、
受
三
聚
大
戒
於
黙
雅
律
師
。
既
受
而
持
之
猶
守
命
、
以

有
病
苦
或
事
故
、不
弛
其
戒
行
也
。師
照
如
以
文
政
十
丁
亥
歳
、属
後
於
弟
子
常
如
、々
々

属
菩
提
花
金
剛（
祥
な
り
）

照
瑞
、
々
々
属
黙
雅
、
黙
雅
属
恵

。
而
和
尚
事
之
諸
師
、
猶
事
照
如
。

以
己
一
日
歯
之
長
無
抗
礼
之
也
。
常
雖
別
居
于
円
通
必
不
闕
時
々
之
定（
マ
マ
）

看
。
恵

以
感

其
性
実
、
且
知
堪
之
伝
燈
、
計
属
其
後
。
然
和
尚
性
遜
退
俯
仰
、
固
辞
不
止
、
竟
継
院

跡
為
此
第
十
一
世
。
而
院（
嫡
？
）
適
流
安
祥
流
則
受
於
菩
提
花
下
也
焉
。
…
…
以
今
茲
万
延
紀

元
七
月
十
五
日
、
逝
然
入
寂
。
生
寿
七
十
六
、
夏
三
十
六
。
遺
弟
光
円
乞
以
和
尚
生
涯

履
暦
書
影
像
之
上
。…
…
秘
密
金
剛
乗
中
々
講
義
玉
峯
謹
識
時
壬
申
秋
九
月
廿
六
日
也
。

ま
た
、「（
文
政
十
一
年
）
八
月
十
九
日
宗
門
御
請
判
之
砌
、
百
光
俗
生
書
之
控
」
に
は
、
百

光
自
ら
が
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
（
注
41
）。

○
拙
僧
俗
生
之
儀
者
、
讃
州
寒
川
郡
宮
西
村
伊
藤
弁
次
郎
三
男
ニ

而
御
座
候
処
、
以
法
縁

之
因
、
十
三
才
之
節
、
当
庵
ヘ

罷
越
シ

、
弟
子
分
ニ

相
成
リ

居
申
候
。
然
処
享
和
三
亥
年
、

当
郡
高
房
村
円
通
寺
住
職
仕
、
又
去
ル

亥
十
月
、
当
庵
ヘ

転
住
被
仰
付
相
務
罷
在
候
。

万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年
に
七
十
六
歳
で
遷
化
し
た
こ
と
を
も
と
に
す
る
と
、
百
光
は
天
明

五（
一
七
八
五
）年
、
讃
州
寒
川
郡
宮
西
村
、
伊
藤
弁
治
郎
三
男
と
し
て
生
ま
れ
、
寛
政
九（
一

七
九
七
）年
、
十
三
歳
で
正
興
庵
に
入
寺
す
る
。
当
時
の
正
興
庵
住
職
は
六
世
照
如
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
享
和
三
（
一
八
〇
三
）
年
、
十
九
歳
で
高
房
村
の
円
通
寺
住
職
と
な
り
、
続
い
て
正

興
庵
の
十
二
世
住
職
と
な
っ
た
の
は
、
文
政
十
（
一
八
二
七
）
年
十
月
二
日
、
四
十
三
歳
の
時

で
あ
っ
た
（
注
42
）。

『
瑞
龍
志
』『
灌
頂
授
法
暦
名
』
に
見
出
さ
れ
る
百
光
の
伝
受
・
相
承
の
記
事
に
は
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
。

○
（
寛
政
）
九
年
春
二
月
、
如
公
開
壇
瑞
龍
、
授
灌
頂
于
二
十
三
人
。

廿
八
日
受
明

百
光

同
（
正
興
資
）
密
蔵

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
二
二
頁
）

○
（
寛
政
十
二
年
）
秋
九
月
、
如
公
建
壇
瑞
龍
、
授
灌
頂
。
受
者
八
人
。

同
（
廿
七
）
日
地
―
伝
―

百
光

当
院
資
密
蔵

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
二
四
頁
）

○
（
文
化
三
年
）
冬
十
一
月
、
如
公
中
院
流
授
于
三
人
于
瑞
龍
。

百
光

高
房
円
通
寺
主
密
蔵

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
二
六
頁
）

○
（
文
化
六
年
）
冬
十
月
、
如
公
開
壇
瑞
龍
、
授
于
灌
頂
于
九
人
。

中
院
印
可

心

百
光

高
房
円
通
寺
主
密
蔵

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
二
七
頁
）

○
（
文
化
九
年
）
夏
四
月
、
如
公
十
八
度
啓
于
壇
瑞
龍
。
受
者
五
人
。

安
―
印
可

百
光

高
房
円
通
寺
主
密
蔵
房

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
二
七
頁
）

○
同
（
文
化
十
三
年
）
秋
九
月
、
華
公
始
テ
授
于
両
部
曼
荼
羅
秘
訣
ヲ
四
人
。

百
光

円
通
寺
主
密
蔵

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
三
〇
頁
）

○
文
政
二
春
三
月
廿
四
五
日
、
開
于
瑞
龍
灌
頂
。
受
者
十
三
人
。

西
院

百
光

円
通
寺
主
字
密
蔵（「

灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
三
〇
頁
）

○
（
文
政
二
年
）
秋
九
月
十
九
日
、
授
三
宝
院
流
。
授
于
長
道
等
十
六
人
。

百
光

円
通
寺
密
蔵

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
三
二
頁
）

○
（
文
政
六
年
）
五
月
、
授
神
道
于
南
山
教
学
院
継
実
、
円
通
寺
百
光
、
真
福
寺
宥
義
。

八
日
而
終
。

（「
灌
頂
授
法
暦
名
」、『
正
興
寺
』
二
三
三
頁
）

○
（
文
政
十
年
）
七
月
廿
四
日
卯
上
刻
、
百
光
以
三
昧
耶
戒
儀
受
得
顕
密
二
戒
了
。
証
明

比
丘
衆
五
人
。

（「
瑞
龍
志
」、『
正
興
寺
』
七
一
頁
）

百
光
は
、
寛
政
九
（
一
七
九
七
）
年
に
正
興
庵
六
世
の
照
如
の
も
と
に
入
寺
し
、
二
月
に
は

受
明
灌
頂
を
受
け
て
い
る
。
寛
政
十
二
（
一
八
〇
〇
）
年
九
月
、
十
六
歳
で
照
如
よ
り
三
宝
院

地
蔵
院
流
の
伝
法
灌
頂
を
受
け
る
。
文
化
三
（
一
八
〇
六
）
年
十
一
月
に
は
照
如
よ
り
中
院
流

を
伝
授
さ
れ
、
文
化
六
（
一
八
〇
九
）
年
十
月
、
二
十
五
歳
で
照
如
よ
り
中
院
流
心
南
院
方
の

印
可
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
文
化
九
（
一
八
一
二
）
年
四
月
、
二
十
八
歳
で
、
照
如
よ
り
安

祥
寺
流
の
印
可
を
受
け
て
い
る
。
さ
ら
に
文
化
十
三
（
一
八
一
六
）
年
に
は
、
菩
提
華
よ
り
両

部
曼
荼
羅
秘
訣
を
受
け
、
文
政
二
（
一
八
一
九
）
年
三
月
に
、
菩
提
華
よ
り
西
院
流
の
伝
法
灌

頂
を
受
け
る
と
と
も
に
、
同
年
九
月
に
は
、
菩
提
華
よ
り
三
宝
院
流
を
受
け
て
い
る
。
文
政
六

（
一
八
二
三
）
年
に
は
、
菩
提
華
か
ら
神
道
を
伝
授
さ
れ
、
文
政
十
（
一
八
二
七
）
年
に
は
、

顕
密
二
戒
を
受
得
す
る
。
こ
の
二
戒
を
授
け
た
の
は
、
当
時
正
興
庵
に
再
住
し
て
い
た
黙
雅
で

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

安
祥
寺
流
の
伝
受
に
つ
い
て
み
る
と
、
文
化
九
年
の
照
如
に
よ
る
伝
授
が
考
え
ら
れ
る
が
、

百
光
の
伝
記
に
あ
る
「
而
院（
嫡
？
）
適
流
安
祥
流
則
受
於
菩
提
花
下
也
焉
」
か
ら
す
れ
ば
、
八
世
の
菩

原 卓 志
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提
華
か
ら
も
伝
受
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

百
光
に
お
け
る
安
祥
寺
流
の
伝
受
・
相
承
に
関
し
て
、『
安
流
正
統
血
脉
』
に
は
、
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
る
。

○
『
安
流
正
統
血
脉
』

霊
雲
寺
第
二
世

恵
光

同
第
十
世

常
照

南
都
真
言
院

前
教
王
院
智
隆
師

龍
肝

正
興
十
一
世

百
光

第
六
世
照
如

第
七
世
常
如

第
八
世
菩
提
華

第
九
世
黙
雅

第
十
世
恵
宏

第
十
一
世

百
光

『
瑞
龍
志
』『
灌
頂
授
法
暦
名
』
の
記
録
か
ら
見
た
、
六
世
照
如
か
ら
の
相
承
に
つ
い
て
は
、

血
脉
に
も
記
さ
れ
る
が
、
伝
記
に
見
ら
れ
た
菩
提
華
か
ら
の
伝
受
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
な
い
。

十
世
慧

（
恵
宏
）
か
ら
の
伝
受
は
、
正
興
庵
・
聖
教
類
の
相
承
を
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
な
お
、
九
世
黙
雅
か
ら
の
伝
受
は
、『
瑞
龍
志
』『
灌
頂
授
法
暦
名
』
の
記
録
に
は
見

ら
れ
な
い
が
、
黙
雅
の
童
学
寺
住
職
時
代
に
伝
受
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、

霊
雲
寺
二
世
の
恵
光
の
流
れ
を
く
む
龍
肝
か
ら
の
伝
受
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、

そ
の
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

む
す
び

正
興
庵
の
歴
代
住
職
が
行
っ
た
伝
授
の
記
録
、
住
職
の
伝
記
を
主
た
る
資
料
と
し
て
、
各
住

職
の
伝
受
・
相
承
の
実
態
を
探
り
、
あ
わ
せ
て
国
伝
山
に
伝
存
さ
れ
る
『
安
流
正
統
血
脉
』『
正

興
庵
血
脉
』
に
記
さ
れ
る
相
承
の
流
れ
と
を
比
較
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
血
脉
に
記
さ

れ
る
相
承
の
流
れ
が
、
必
ず
し
も
相
承
の
実
態
を
正
確
に
反
映
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と

が
分
か
っ
た
。
法
流
の
相
承
を
論
ず
る
際
に
は
、
血
脉
に
頼
る
だ
け
で
は
な
く
、
伝
受
・
相
承

の
実
態
を
検
証
し
つ
つ
行
う
こ
と
の
必
要
性
が
、
あ
ら
た
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。

本
稿
で
は
、
正
興
庵
歴
代
住
職
が
行
っ
た
伝
授
の
記
録
で
あ
る
『
灌
頂
授
法
暦
名
』
か
ら
、

そ
の
受
者
を
確
認
す
る
と
い
う
方
法
を
用
い
て
、
伝
受
・
相
承
の
関
係
を
検
証
し
て
い
っ
た
。

そ
の
た
め
に
、
正
興
庵
住
職
以
外
の
僧
侶
か
ら
伝
受
・
相
承
し
た
法
流
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
を
見
逃
す
こ
と
と
な
っ
た
。
恐
ら
く
正
興
庵
に
は
、
各
住
職
が
伝
受
し
た
法
流
に
関

す
る
伝
受
目
録
、
伝
受
日
記
の
よ
う
な
記
録
や
印
信
類
、
ま
た
、
伝
受
に
際
し
て
書
写
さ
れ
た

聖
教
も
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
は
、
正
興
庵
伝
存
文
献
に
つ
い
て
の
悉
皆

調
査
を
行
う
こ
と
を
と
お
し
て
、各
住
職
の
修
学
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
。

ま
た
、
童
学
寺
の
よ
う
な
正
興
庵
と
深
い
関
係
を
有
す
る
寺
院
に
つ
い
て
も
、
そ
の
伝
存
文
献

の
悉
皆
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

注

（
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）
原
卓
志
・
梶
井
一
暁
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編
『
国
伝
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宝
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蔵
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文
献
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冊
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箱
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（
2
）
国
伝
山
地
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寺
蔵
『
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支
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／
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記
延
命
院

／
同
口
傳
石
山
説
延
命
院
記
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69
箱
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）
の

巻
末
奥
書
に
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于
時
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保
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年
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六
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都
真
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院
龍
肝
／
大
阿
闍
梨
於
當
寺
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寺
雲

流
傳
授
之
／
砌
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師
本
書
写
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小
松
島
地
蔵
寺
宥
義
」
と
あ
り
、
天
保
四
年
、
国
伝
山

に
て
龍
肝
に
よ
る
安
祥
寺
流
の
一
流
伝
授
が
開
か
れ
、
宥
義
は
こ
の
時
の
道
場
主
と
し
て

こ
れ
を
受
け
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
分
か
る
。宥
義
の
国
伝
山
住
職
退
任
時
期
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
国
伝
山
地
蔵
寺
蔵
『
御
触
御
配
書
諸
願
控
』
―
解
説
と
翻
刻
本
文
―
」（「
鳴
門

教
育
大
学
研
究
紀
要
」
第
三
十
二
巻
、
二
〇
一
七
年
三
月
）、「
国
伝
山
地
蔵
寺
蔵
『
異
船

一
條
并
大
小
名
等
諸
事
傳
聞
噂
而
已
之
記
』」（「
鳴
門
教
育
大
学
研
究
紀
要
」
第
三
十
四

巻
、
二
〇
一
九
年
三
月
）
参
照
。

（
3
）
本
稿
で
使
用
す
る
正
興
寺
伝
存
資
料
は
、
吉
田
寛
如
編
『
正
興
寺
』（
正
興
寺
開
創
二

百
五
十
周
年
記
念
会
、
一
九
七
四
年
）
に
収
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
4
）
注
（
3
）
文
献
所
収
『
正
興
開
基
不
可
壊
老
和
尚
行
業
記
』、
二
五
〇
〜
二
五
二
頁
。

な
お
、『
正
興
寺
』
に
は
『
正
興
開
基
不
可
壊
老
和
尚
行
業
記
』
と
あ
る
が
、『
正
興
開
基

不
可
壊
堂
老
和
尚
行
業
記
』の
誤
り
で
あ
ろ
う
。本
稿
で
は
以
下
に
引
用
す
る
場
合
に「
堂
」

を
補
っ
て
称
す
る
。

（
5
）
注
（
3
）
文
献
所
収
『
瑞
龍
俗
志
』、
一
一
〇
頁
。

（
6
）
向
村
九
音
氏
は
、「
道
隆
寺
僧
宝
厳
関
連
聖
教
に
み
る
新
安
流
の
讃
岐
伝
播
の
一
端
」

（『
仏
教
文
学
』
第
四
十
五
号
、
二
〇
二
〇
年
四
月
）
に
お
い
て
、
金
刀
比
羅
宮
所
蔵
『
諸

儀
軌
目
録
』
の
奥
書
と
、
そ
の
後
に
記
載
さ
れ
た
寂
如
か
ら
浄
厳
に
宛
て
た
誓
状
を
も
と

に
、
浄
厳
の
示
寂
ま
で
、
寂
如
は
浄
厳
を
伝
統
の
師
と
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
説
か

れ
て
い
る
。

（
7
）
注
（
3
）
文
献
所
収
『
瑞
龍
俗
志
』、
一
一
六
頁
。

（
8
）
注
（
3
）
文
献
所
収
『
瑞
龍
俗
志
』、
一
一
七
頁
。

（
9
）
注
（
3
）
文
献
、
二
六
七
頁
。

（
10
）
注
（
3
）
文
献
（
二
六
七
頁
）
に
よ
る
と
、
海
印
は
享
保
八
（
一
七
二
三
）
年
十
二
月
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晦
日
に
五
十
四
歳
で
入
寂
し
た
と
さ
れ
る
。

（
11
）『
密
教
大
辞
典
』
一
九
七
〇
年
増
訂
第
一
版
、
二
〇
一
三
年
縮
刷
版
、
宝
蔵
館
。

（
12
）
注
（
10
）
参
照
。

（
13
）
注
（
3
）
文
献
所
収
『
瑞
龍
志
』、
四
一
頁
。

（
14
）
注
（
3
）
文
献
所
収
『
瑞
龍
俗
志
』、
一
三
六
頁
。

（
15
）
注
（
3
）
文
献
、
七
頁
、
二
六
九
・
二
七
〇
頁
参
照
。

（
16
）
注
（
3
）
文
献
所
収
『
灌
頂
授
法
暦
名
』、
二
〇
七
頁
。

（
17
）
注
（
3
）
文
献
所
収
『
瑞
龍
俗
志
』、
一
三
九
頁
。

（
18
）
注
（
3
）
文
献
、
二
七
〇
頁
。

（
19
）
高
野
山
円
通
寺
の
学
僧
で
あ
る
密
門
本
初
。
宝
暦
六
年
か
ら
円
通
寺
住
職
。
明
和
五
年

に
は
、
和
州
柴
水
山
吉
祥
寺
、
和
州
久
米
寺
東
塔
院
を
兼
務
す
る
。

（
20
）
注
（
3
）
文
献
、
一
〇
頁
、
二
七
〇
・
二
七
一
頁
参
照
。

（
21
）
注
（
3
）
文
献
、
一
〇
頁
参
照
。『
灌
頂
授
法
暦
名
』
に
は
、
延
享
三
年
八
月
に
義
剛

か
ら
密
軌
を
受
け
た
普
海
に「
字
浄
遍
法
満
寺
主
」と
注
さ
れ
る
。
法
満
寺
に
つ
い
て
は
、

『
阿
波
志
』
阿
波
郡
に
「
廃
法
満
寺

在
大
又
村
。
今
有
小
庵
、
律
僧
居
此
」
と
あ
る
。

遅
く
と
も
『
阿
波
志
』
の
完
成
し
た
文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年
に
は
廃
寺
と
な
っ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。

（
22
）
注
（
3
）
文
献
、
二
七
三
頁
参
照
。

（
23
）
注
（
3
）
文
献
所
収
『
瑞
龍
俗
志
』、
一
四
四
頁
。

（
24
）
高
野
山
円
通
寺
の
学
僧
で
あ
る
密
乗
房
龍
海
。
密
門
の
後
を
継
い
で
円
通
寺
住
職
。
丹

後
の
松
尾
寺
を
兼
務
す
る
。

（
25
）
注
（
3
）
文
献
所
収
『
正
興
七
世
霊
塔
常
如
律
師
伝
』、
二
七
八
〜
二
八
〇
頁
。

（
26
）
能
満
寺
に
つ
い
て
、『
阿
波
志
』
板
野
郡
に
「
在
中
村
。
隷
荘
厳
院
。
安
虚
空
蔵
像
。

相
伝
仏
匠
春
日
造
。
三
好
氏
捨
十
三
貫
地
一
町
七
段
、
曼
荼
羅
幕
、
金
灯
、
花
瓶
。
旧
有

子
院
十
六
」
と
記
述
さ
れ
る
。

（
27
）
注
（
3
）
文
献
、
二
七
八
頁
参
照
。

（
28
）
随
心
院
流
印
可
を
受
け
た
年
に
つ
い
て
、『
正
興
七
世
霊
塔
常
如
律
師
伝
』
で
は
文
化

四
年
と
あ
り
、『
灌
頂
授
法
暦
名
』
の
記
録
と
は
相
違
し
て
い
る
。

（
29
）
智
積
院
能
化
三
十
世
の
弘
基
。
も
と
慧
（
恵
）
岳
と
称
し
た
。

（
30
）
注
（
3
）
文
献
所
収
『
瑞
龍
俗
志
』、
一
八
〇
・
一
八
一
頁
。

（
31
）
菩
提
華
が
岩
朝
官
次
の
嫡
子
で
あ
る
こ
と
は
、
注
（
3
）
文
献
三
頁
、
二
八
三
頁
に
よ

る
。
な
お
同
書
二
八
四
頁
に
記
載
さ
れ
る
墓
石
情
報
で
は
、
示
寂
年
を
「
文
政
十
一
年
」

と
さ
れ
て
い
る
が
、「
文
政
六
年
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

（
32
）
注
（
3
）
文
献
所
収
『
正
興
七
世
霊
塔
常
如
律
師
伝
』、
二
七
九
頁
。

（
33
）
注
（
3
）
文
献
所
収
『
瑞
龍
俗
志
』、
一
八
八
頁
。

（
34
）
注
（
3
）
文
献
所
収
『
瑞
龍
俗
志
』、
一
九
〇
頁
。
標
題
に
は
「
冬
十
一
月
」
と
あ
る

が
、
文
書
末
に
は
「
十
二
月
朔
日
」
と
あ
る
。

（
35
）
注
（
3
）
文
献
所
収
『
正
興
九
世
黙
雅
大
和
尚
伝
』、
二
八
五
頁
。
こ
の
伝
記
の
作
者

に
つ
い
て
は
、
伝
記
末
に「
明
治
元
戊
辰
年
冬
、
塞
同
寺
十
世
智
秀
和
尚
需
。
東
武
帰
錫
、

七
十
三
翁
菩
薩
近
円
本
不
生
識
」
と
あ
る
。

（
36
）
注
（
3
）
文
献
、
二
八
四
頁
参
照
。

（
37
）
注
（
3
）
文
献
所
収
『
瑞
龍
俗
志
』、
一
九
一
頁
。

（
38
）
注
（
3
）
文
献
に
は
、
慧

の
入
寺
を
「
文
化
十
癸
酉
年
（
一
八
一
三
）
年
十
四
才
、

当
山
第
八
世
祥
瑞
大
和
尚
の
弟
子
と
な
る
」（
二
八
七
頁
）
と
あ
る
。
た
だ
、
文
化
十
年

当
時
の
正
興
庵
住
職
は
七
世
常
如
で
あ
こ
と
か
ら
、
入
寺
し
た
慧

は
七
世
常
如
の
弟
子

と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
39
）
注
（
3
）
文
献
、
二
八
八
頁
参
照
。

（
40
）
注
（
3
）
文
献
、
二
八
八
・
二
八
九
頁
。

（
41
）
注
（
3
）
文
献
所
収
『
瑞
龍
俗
志
』、
一
九
四
頁
。

（
42
）
注
（
3
）
文
献
、
二
八
八
頁
に
は
、
百
光
の
生
年
を
天
明
七
（
一
七
八
七
）
年
と
し
て

い
る
が
、
本
稿
で
は
天
明
五
年
生
ま
れ
と
し
て
年
齢
を
計
算
し
た
。

【
附
記
】
本
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
、
国
伝
山
地
蔵
寺
名
誉
住
職
服
部
文
昭
様
、
住
職
服
部
宏

昭
様
に
は
、
貴
重
な
文
献
の
調
査
閲
覧
を
お
許
し
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
写
真
の
公
開
を
お
許

し
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
地
蔵
寺
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
は
長
期
に
わ
た
る
調
査
期
間
を
通
し

て
、
常
に
温
か
い
ご
支
援
と
ご
配
慮
を
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
、
喜
多
容
子
氏
に
は
懇
切
な
ご

支
援
を
た
ま
わ
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

な
お
、
本
研
究
は
、JSPS

科
研
費JP17

K02778

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

原 卓 志
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安
流
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統
血
脉
』
①
》

《『
安
流
正
統
血
脉
』
表
紙
》

《『
安
流
正
統
血
脉
』
②
》
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《『
安
流
正
統
血
脉
』
③
》

《『
安
流
正
統
血
脉
』
④
》
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《『
正
興
庵
血
脉
』》
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The Anjoji-ryu（安祥寺流）succession of the Shokoan Temple（正興庵）
priesthood and two types of “Kechimyaku” documents in

Kokudenzan Jizoji Temple（国伝山地蔵寺）

HARA Takuji

In this paper, we will examine how the succession of Anjoji-ryu priests is administered. Anjoji-ryu is part of the

Shingon sect of Buddhism. To examine the succession mentioned above, we will research the initiation records:

records of the education conducted by successive priests in Shokoan Temple, as well as biographies of priests.

In addition, we will compare the current line of succession of Anjoji-ryu and the following two documents

owned by the Kokudennzan Jizoji Temple: “Anryu-shoto-kechimyaku（安流正統血脉）”, and “Shokoan-kechimyaku
（正興庵血脉）”, which both record the succession of Anjoji-ryu priests at Shokoan Temple.
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